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して考えて拳ることにしよう。

× × ×

I風害木の伐採

早期利用が原則であるが，数量が極めて大量であるた

め，総鋤設とその搬出能力，及び北海首における用材

需給漢豚等を惹意して，昭和29，30，31の3ヶ年で，

大体2，4，4の比率で伐…する。（この間は極力生

立木のf瑚采は圧縮する。このため30年度は平年度の35

％程度となる見込み）

直営生産の増鐙

木材需給の読整，造材事業資金の金融難緩和，計画の

確実な実行等の面から可及的直営生産を拡大する。（30

年度は直営生産が全量の約6割となる見込承）

I木材の需給調整

昭和30年度における北海道内における木材の需総見

透は，需要量において，

餌蕊樹用材 10,378千石

広葉樹〃 7，賜3 〃

計 刀』561 〃

これに対し供給量は

掛葉樹用材 13,695千石

広葉樹〃 6,946 〃

計 20,641 〃

と増加する見込象である。このうち広葉樹はぽぼ均衡す

るが，針葉樹に髄いて約332万石の過剰材を生ずる。こ

れを放置するときは北海道内の針葉樹市場が，相当混乱

することが予想されるから，これに対する処置が必要と

なる。ここにおいて国有林では次のような方策をたてた

のである。

道内貯材

湖沼等に水中貯材 53万石

陸上の貯木場〃 114"
計 167〃

本州への翰媛販売

計 165 〃

合計 332〃

Ⅲ風害木の用途開拓

従来，道産針葉樹用材は道内の需要充足力轄一杯であ

ったので，本州へは殆んど移出されていなかった。従っ

て本州市場で道材をさばくため漣は，新たに用途の開拓

を行う必要がある。建設省ｶﾐ立案している42万戸の住

宅建設計画のうち，公営住宅7万戸,公社住宅3万戸を

中心にしてエゾマツ，トドマツの使用をすすめること。

本州の一般建築建具，土木工事，包装箱等にこれを使

用するよう，用途開拓に努力すること等が必要である。

Ⅳ虫害対策

風倒地21万順のうち30年度以後に生産を持ち越さ

北海道の

風害処理に伴う

技術上の問題点

茅野一男(30．5．23蚤窒里）

蕊

風砦による森林披害量というものは調査の進むにつれ

て，次第に斡加するのが従来からの例となっているよう

である。昭和29年5月，9月の2回に亘って北耐菖に

生じた森林風害の莞溌は，日を経るに従って，その内容

が予想外に底深いものであることがわかって来たのであ

る。その中核となる風害備休の数量について，最近まと

められた数字をあげて見ると次の通りである。

5月台風9月台風(15号） 計

針葉樹（用） 428万石 4,237万石 4,665万石

広溺劉（用） 31〃 775〃 806〃

〃 （謂続） 40〃 841〃 881 〃

計 499〃 5,853〃 6,352〃

以上の石数ほ，国有林が85％，遣有林が8．％，その

他大学演習林，鑓首林，民有林を併わせて7％，という

割合である。

次に祇潅緬積は国有林約21万臆，その他18万6千

臆，計39万6千帽と推定されている。以上によれば材

積では北減萱全識費の約3％，標準年伐灘の3.5ヶ年分

面積では全道森林面積の約7％に当っている。

このような被害状況に対処して，林野庁及び北海道に．
● ● ■ p ● 0 ●

おいて，現段階から象て，最も適切と思われる処理計画

が既に定められている。しかしながらこの計画の，実行

の段階において，又将来の見透しにおいて，技術上幾多

の問題点がある。しかもそれらが，唯単に林業部門のみ

ではなく，広く，深く、他産業や分野に関連し，且つ行
函菌に根ざして，困麹生を包蔵しているものが極めて多
い。

はじめに，大部分の被害を負っている国有林の処理計

画の概要をあげてその筋道から，関連する問題点を抽出

１
１
〆

ー

筆者・林野庁業務課
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茅野：北海道の風害処理に伴う技術~上の問題点

れる，刀6千膳の地域に対して害虫防除を実施する方針

であり，労務誉の供給，被害池の》銅§から人力で可能な

地域は，動力噴霧器により薬剤を撒布し，瀞重の条件か

ら人力により得ない地域は罐機により，薬剤を撒布す

る。前渚は面蹟108千帽，識資1,082万石，鍵昔臓面積

68千碩，籍穣2,385万石で予算額は256百万円である。

V森林火災警防対策，

15号台風による被害木は樹到れの承ならず折損木が

多いので，一・旦火災が起ると，その撫雪は甚大になる公

算が多い。従って火災対策としては予防に重点をおき，

特に火災危険時期には巡視人を増員し，見廻りを充分に
● ● ■ ■ ● ● ●

し，林内でのたき火，たばこ火の坂諦をするのは勿論，

早期発見即消火を行う方針である。火災の発生に対して

は，予め防火線を伐り開くと共に，消火ポンプその他，

防火施設を完備し，早期消火に万全を郷す方針である。

× × ×

以上が林野庁でとっている処理方針の要点である。そ

こで, このような方針で事を運んで行く上に,Lのよう
な技術的な問題点，行政上の問題点があるであろうか？

現在の段階にあっての諸項目を一応あげて，読者の御参

考に供したいと思う。

I 風倒木の材積測定について

風害木の処理計画をすすめるための根本となるのが，

その数量の正確な把握と云うことである。永年に亙って

､合理的且つ精細な経営案をもって，経理されている国有

林ではあるが，今回のように極めて奥地を含めて21万

順にも亘って，一瞬にして林相の潰滅を来したような場

合，その被害木材談を正確に調査することは極めて難事

であることは言を俟たない｡.まして民有林については不

可能に近いであろう。然しこれなくしてはあらゆる施策

が成立ち得ない。現在の被害数量は，本年2月末迄に一

応の概査によって稜算されたものであるが，如何にして

短時日に，糖確な数値をつかむか，このためには特に，

測樹識if上の工夫が要請されるのである。一日も早く，

航空測遼の技術開拓と，実用化によって，このような問

題の解決が計られることを望むのである。今日， 6,300
万石が一割増加したとしても場合によっては処理計画を

相当，修正せざるを得な;､事態が生じ得るのである。

I作業の機械化

北海道に鐙いては由来，森林作業の機械化が非職に困

難である。これは作業が常に大面積に亘っていて，その

密度が極めて分散的であることが最大の原因である。こ

の点，今回の風倒木の整理こそ，溌械を駆使しての，作

業輝|の向上にとって大きな転機とならねばならないと

思う。造材上の機械鋸，運材上の集材磯，鉄索繊込機，
◆

トラクター等の活用もこの一例であろう。そのほ力嚇道

開さくにもブルトーザー，ダンプ車，クラッシャー，さ

く岩機等の活用も考えるべきである。殊に冬季運材に於

ては，馬搬作業に対して逆勾配の引上げに動力を併わせ

使用することによって，搬出路の延長を短縮し，積載量

を増加する事等も可能である。

短期間に，極めて大量の作業を然かも割安に実行する

ためには，新しい，造搬事業の獅|『体系を生み出すべき

である。

、資材の早期利用

昭和11年ユ0月3日，4日に亘って，樺太，北緬首

に於て大風害があり，特に樺太では約2千万石b大風倒

を生じた。その時，今回同様に3～5年を要して風倒

木が拠鯉されたのであるが，その際，賓材の品質低下の

経過について，当時その調査に当られた，矢沢愈吉博士

が「グリーンエイジ」の2月号に詳しく述べておられ

る。筆者も樺太の森林地帯は3年に亘って多少踏査の経

験があり，北海道の森林地帯と比較して，湿度が相当に

画高い。北海道はこの点気象条件が異っているから，樺太

の風倒木よりも保存度が高いのでは厳いかと思い，矢沢

博士におききして見たところ，同博圭も同じように推測

されている。樺太の例では，エゾ，1､ド風倒木578本中

澗3年後に，腐朽菌の子実体が発生したもの58％であ

り，それらの材の腐朽率は，トドで29％，エゾで46％

であったと発表されている。この数字から達観的に割出

すと，満3年後にほ約2割の腐朽材が生じたということ

になる。資源の完全利用から考えて，出来得る限り早期

に利用することが拠姪上の要件である。貯木場の長期貯

蔵材については防腐剤の撒布も研究されねばならない。

W虫害の防除

風倒に必ず附随するものの一つは虫害の発生である。

29年5月の突風による風倒被害地に対しては，米軍の

協力を得て，航空機による防除薬剤の撒布を行って，一

応の効果を収めたのである。然し始めての謀であって技

術的には色灸と問題点が残ったのである。

北海道の虫害朧主として，穿孔虫であるから，樹皮下

幼虫，踊，成虫等を殺すためには，色全と困難をともな

うものである。すなわち，

（1）剥皮僥却

これ力撮も確実な防除法であるが，造材功程，その

他整理功程の能率が相当低下するおそれがある。

（2）枝条末木の地上接箸

これもよい方法でばあるが，労力の点や，山火防止

の点で全面的な実行は困雑である。

(8) BHC油剤の撒布

これば樹皮下の虫にはよいが，山火予防上は軽油剤

一

一
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茅野：北海道の風害処理に伴う技術上の問題点

うようにしたいものと思うのである。

Ⅵ 、森林の更新

北海道の森林を観察して，特に金礫樹林分で，部分的

に一斉林型となっていて，それが何か一瞬にして自然淀

破壊された跡に更新して禺来上ったものと観察されるも

のが少くない。このうち明らかに風害によるものと判断

される場合が多いのである。寺田氏の近署「風災5,700

万石」によれば，最近488年間に北海道において205回

の風害が記録されていると云う。

15号台風によって被災したのは山岳地帯の南面，若

くは南西面が大半を占めているようである。風向が大半

南乃至南西のものが多いのである。北海道中部地帯の，

訓晒,南面の気象状態を測定して承ると，南面は訓晒に

比して，毎年5～9月間の気獅§平均1度以上高温であ
る。融雪も早く，粗腐蝕層の分解も早い。諸種の条件が
まさっているため南面の天然更新が非膳にすぐれてい

て,'精々確実性がある。どれに人工補助を加えることに
よって更に効果をますものである。筆者はこの点今回の’

大風害の跡始末の造林事業に対しては,大きな期待をも
っている者である。

風倒木の整理の跡に続く，造林の一大難事業の敢行こ
そ，赫桑技術者としての面目を大いに発揮すべき好機で
あると思うのである。

Ⅶ山火防止

山火は人災である。発生の動磯はおよそ非科学的なも
のが大半である。従って特に科学的な防備法と云うもの

はない。唯，入林者の精神面にたよるほかはない。然し

これに処する対策には科学的な面,技術的な面が少くな
● ■ ● ● ● ● ●

いでのある。言葉は一寸変ではあるが山火防備の技術と

云いたいものがある。湿度の測定，防火線の施設，消火

剤，消火方法等の研究は充分掘り下げて象る必要があ
る。昭和29年5月の突風の風倒木地帯は遂に，山火を
見ず#こ切抜け得たのである。今回は被害地が約40万町

歩であるから，この山火防止は容易ではないであろう。
× × ×

新しい意識の上に立って林業俊術というものを考える

と，木材生産の一つの体系の一過程である，素材の供給

(販売)の仕事の中にも,個那勺な竣術があって然るべき
ものと思われる。我なの念頭にある利用技術の一環とし

ても研究さるべき事項である。風倒木の処理に当って，

今日社会的に最も関係の深い切実な面はこれである。
北海道国有林の特色は，その生産材が全道生産量の約

8割余をしめていることにある。しかも北海通の木材需

給は，本州とは別個の圏帯となっている。ここに北滋道
国有林のもつ使命の重大さがある。風倒木についても，

は性意を要する。

(4)BHC乳剤の撒布

乳剤は水を使うので，この水の運掻が容易でない。
(5) BHC粉剤の撒布

この薬剤の使用は乳剤の使用が制限される地方では

榎痢ではあるが効果はうすい。

（6）航空機による撒布

前項迄の方法を，人力で行い難い地域に対して実施

するが’航空機の数が少いので仲を時期的に難かし

い･ （成虫の飛び出す期間は猿めて短期間である）叉

天候，操縦技術に支配され，その上効果の調査も困雑
である。

以上の諸点については，目下避業関係の技術者，昆虫

学者にも協力を求めて解決に努めている。数日前に北海
道でヘリコプターによる薬剤撒布を試験的に実施し，そ
､の効果の判定を専門家の協力で行った結果，予期の成績
を収めている。

以上の経過から，今後はヘリコプターも用い，航空機

と併わせて，空中撒布の成果を上げようとしている。油
剤の撒布は山火予防の見地から，当分これを行わない。

虫害の防除の仕事には筒，今後も技術的に解明されるべ
き点が多い。

v水害の防備

石狩川の源瀞池帯となっている大雪山系一帯のうち，

特に上川地区約5万町歩が，今回の風害の最も溌墜な部
分であり,立木にして約2,000万石と推定されている。

このために’水源地帯の森隊のもつ，理水機能が漉段さ

れることは推察されることである。識普の間にほ倒木が
その堂董になっている間は，左程著しい鱗騨はあるまい

とされている。然し乍ら森隊のままであるのと，榊くが
風M到となって検たわっている状態と比較しては，泰先の

融雪の速度が多少異って来るものである事は予想に難く
はない。叉或る研究者のお話に石狩川の淵型にほ三つの

ピークがあり，これが毎年やや同一の時期に郵つれてい

るのであるが’これがいかに変化するかが問題であると
云うのである。

上川営林署においてば水害防備対策として石狩川上流
河川の風倒木の処理を重点的に行って，増水時に流木が
押し出して下洗地域に災害を及ぼすことのないよう周到
な擶置を識じている。

北海道に於て，水窪防備の雛想が加えられて，造運材
作業が行われたのは今回が始めてであろうと思われる。

至極軽微な技術的措置であっても効果は甚だ大きなもの
があるであろう。

防災技術の研究にとっては，叉とないよい隻蓋懲湯を与
えられていることであるから，努めて禍中から，福を拾

ジ

曇，
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茅野：北海道の風害処理に伴う技術上の問題点 一

85％をしめている。昨年5月の突風による風倒木約450 も漢重を期さねばならないのである。単に売りさばくの
万石の興竪が未だす震ぬうちに，重なっての6,000万石 承ではすまぬのであって，この辺にも難かしさがある。
の拠鯉であるから，この間に北海道の木材市溺に，大き 3年後には急激に低下する伐採量(供総量）の見通しを

な思惑と'先行不安による混乱のきざしが見え始めたの 頭において現在の処蔽を検討する必要も韓?｡6 ．
である。29，30年度の処分量からして需恰上の避剛材 利用鐵術の面からいえば，森休盗源をすたりなく，有

332万石の処侭を考えざるを得なかった所以のものは， 効に，安い生産費で製品化して，適正な価格で，公平な
業者の撫堕のための津でばないのである。むしろ道内約 配給が行われなくてはならぬし，それが速やかに行われ
4千人の木材企業昔もさるとと乍ら，それに湖半してい るべきである。かくして，あらゆる面で民生をうるおし
る労働昔約8万名の民壁妄定をはかる責務を考えるから てこそ制蒙生産の意義があるのである。
とそである。332万石の錨霊美な処置によって目下北 〃国有林は，風倒木をただ高く売ることばかり考えて
海首の業界は，稽々その安定を取戻して，平巖伏態と云 腐らせて了う，安く売って家でも建てさせろ〃とか〃国
えるのである。理0万石の内地輸送販売材の価絡につい 有林は，木ﾈｵ業者の擁漢ばかり考えている〃とかいう批

□ ● ● ● ●

ては,これ亦最も苦心を払った点であって,北海道の市況 判があるが，古語の衆愚の政治という言葉の通り，事憎
と内地の市況とのパランスに立ち，且つ用途開拓を考え に暗い民衆に対しては常に理解を求めつつ唯正しい技術
』た林梁政郷勺な価格でなくてはならなかったのである。 的信念の上にたって，この大事業を押し進めるほかはな

次にこの風倒木の各租嘉霊調への洗れの調整について いようである。
-,-,-vツー､－ツー､一理､,､‘､－､震､'､‘､‘､'4‘､,､ﾊﾊ-､'O,"､-,-,,,’､-W､.､ｼ､,､,､ﾊ,､ﾊ,､,､,､-､公一､餌劇侭‘,－，－…

今

（15頁よりつづく）

伝わる文献（大蔵永常考）によると，大蔵永常は，至

って無口であった。田原時代，その下役にいた中村某を

ときどき識aても，暑い寒いのあいさつもない，こちら

から話しかけ海ばいつ雲でも黙っている。ときには大き

なあくびをして黙って帰ってしまうこともある。無愛想

も程度をこして馬鹿ではないかとあきれられた。いわゆ

る弁舌応待の徒でなかったかれは，その著書を拳れぱわ

かるように，むしろ拙文家である。それでいて，思慮漆

あり，奇才にめぐまれ，一方，報恩の志，同情の念にも

富んで，世をおもい人をおもうこころもさかんであっ

た，ということだ。父祖の血をうけて，かれも一徹であ

ったらしい。強度のヒステリーの妻をかかえて，かれの

無口は度を越すにいたったかも知れない。それよりも，

自然を友とするものの一長，草木を友とするものの一

短これをわが身につけて，ついに老樹の域に達したの

が，かれの姿ではないか，と筆者はおもう。

大蔵永常は，その体躯陣大であった，と伝えられる。
これをさずけたのは，かれの父母であるが，これを養う

たのは，かれ自身である。一放浪者が徳川政府の要人と

交渉をもつまで育ったについては，その偉大なる体躯と

健康と長寿とによるところが大きかった。時勢は人をつ

くるが，健康のもつ役割も少くない。健寿がなによりの

資産であることは，実用を主として実際に徹した技術

家，わが大蔵永常の場合，一層の感なきをえないものが

ある。

（9頁よりつづく）

の利用法とのレッテルをはられてるからだろうが，木
炭は収率15％位にしかならない非合理的璽諜というの
が彬鴬人夛一般の常識だが，この15％には頗るカラクリ
があって，実際の利用率は40％に垂する。決してそれ

程不合理的利用方法ではない。その上，木炭は用材にな

らない木材｡，廃材，寓才を山の舞湯で炭化するのであ

る。都市に木材をもって来てつくる代物ではない。だか

ら利用率を云友するなどは大した問題ではない筈だ。山
の郷湯でも用材になるものを木炭にするものはいない
し，また都市で木炭をやく人もない。もし淵姉で木炭を
やく人はよくよくのことで,火薬用木凝ピグメントカ
ーボン，研潅炭等塒殊木炭にかぎられている。森林伐採

に経験を有する人なら誰でも知っていることと思うが，

伐木後，す熟やきを入れた山と入れない山では跡地に雲
泥の差が生ずる。す象やきを入れると用材にならない欠
点材，残材などがきれいに整理されるが，すみやきを入

れない山は如何にあとが汚いか。すぷやきこそ木材を有
効に利用する意味でほめたたえてもよいと考えられるの
に，木材合理化の敵承たいにとやかくいわれるのはお気

の毒である。澗議人は何故獄業生産の実態を知ろうとし
ないのだろうか？木材合理化のしわよせを山のすゑやき

においかぶせ，生活を一層抵下させることは維業のため

には大きなマイナスである。制業政策は山村のまずしさ

を救う方向にもあるべき筈であるし，すゑやきのまずし

さ，苦しさを解決するの臓擁業人以外にはない。木材合
理化は決してきれいごと許りであってはならない。山の
現場の泥臭い地味な仕事も忘れてはならない。

工業用木炭ほ脱線してすみやきのはなしになってしま
ったが，す承やきのまずしさを解放し，彼等の生活を高
めるのが木炭の工業的用途の一つの目的でもあるのであ
る。

＄

℃

《
》
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も何と年間50万トンのす承やきが行われている。この

ようなすゑやきも米作技術と同じく日本がもっとも集約

で，日本にす承やきを習いに来る外人がこの頃目につく

ように厳つた。日本が如何に西欧化しても山村はいぜん

として，アジア，アフリカ的である。都市と山村との生

活程度の差はひらく許りで，これは将来の日本のために

禍いとはなっても決して幸福はもたらさないものであ

る。山村のまずしさを救うものは，山村の生産技術を高

め，山村に雇傭の機会を与えることがその解決策の一つ

であるこ筵には間違いない。この穣な意味です象鈩き問

題を考えれば，さしあたり過剰木炭のはけ口を見出さな

ければならなL､。そこで工業用木炭が問題になる。つ重

り過剰木炭を工業用に使うということである。工業用木

炭といった処で，新しい問題でもない。人類が始めに木

炭を使いだした頃，いわゆる鉄器時代は，木炭の主用途

は製鉄原料すなわち今日の工業用木炭であった｡家庭燃

料に使われ出したのはその後の事で，大衆がふんだんに

木炭を使うにいたったのは大正初期からの事であるらし

い。明治38年頃は木炭の生産は年間1億8,500万貢で

あったが5億貫に達したのは大正7年頃で，それ以来木

炭の生産は大きな麹こがなく年間200万ton (5億4

千万貢）の線を上下している。つまり日本の木炭生産の

喪定帯は5億貢200万tOnの線で，たとえ需要が増し

ても大してふえず，需要が減少しても生産ほおとろえな

い性格をもっている。木炭を工業原料とする時，この木

炭生産の性格をネグレクトする事は出来ない。工業用木

炭としてもその供給に自らリミットがある。

さて家庭燃料用木炭と工業用木炭では木炭の承方が蚕

るっきり異る。前者は木炭のエネルギー的利用であり，

後者は炭素源としての利用である。木炭の利用方法とし

てば後者の方が遥かにすぐれた方法である。工業原料用

木炭といってもその種類は頗る広く，用途々灸で木炭の

性質が異るので，木炭の性質もこれに応ずる稜にせねば

ならず従って基，粉析が一層必要になり，菫たす象やき

さんも適質炭を焼く様にしなければならない。台所燃料

ならいいかげんな区別でいいかも知れないが工業原料と

なると，その性質がすぐ製品コストにひびくので，いき

おひ木炭の性質にも要求度が高くなる。この事は木炭の

龍檸を全体的に高める事になり，望ましい事でもある。

2． エ業用木炭の雷霞

工業用氷炭といっても種倉な使い方があって,その一

つ一つをここで述べるわけにはいかない。ここではその

主要なものについて述べることにする。

1）冶金用木農

有史以前，すでに人類は木炭を家庭燃料以外に使った

が，最近にいたるまで製鉄には大量の木炭浜使用されて

いた。イギリスに森祢が少いのは製鉄用木炭のために伐

皇P 1．エ業用木炭とは

10年一むかしという言葉がある。10年たつと，世相

もがらシと変るものである。まして，このごろの10年

は戦後の混乱時だったので，はなはだしいうつり変りが

あった。10年前の木炭はまだ配給の時代で；それに石

炭系燃潟も出まわらず，石油コンロなどという便利なも
のは大衆の前には現われなかったので，家庭燃料といえ
ば，ほとんど木炭に限られ，木炭といえばずい喜のな聡

だがこぼれたものであったが，昨今の木炭の評価はガタ

オチで，まるで木材資源らん費の代表ふたいに承なされ

こんなものはぼうっとけという人ほまだいい方で，こん

なものはなくなってしまえという人査も林業人のなかに

はあるユうだ。もくたんさまさまの時代からの反動だと

も考えられるが，・世の中が安定して， エネルギー費源
がいろいろ売り出されてくると，木炭がこのような待遇

を受けるのも当然のはなしで，昭和8，9年頃すでに木
炭は売れなくて困った時代があった｡オ操があまり出し

たのはいわば世の中が平和に立ちかえったためで，この

意味では甚だおめでたい。木炭はもういらなくなったか

ら山でもすゑをやかなくなれば羅総な次第だが，木炭の
生産は一向に減りそうもない。木材合理化のガンの如くグ

ののしられ，非文化燃料の罐の如くさげすまされなが

らもその生産は一向におとろえず，かえって焼く人はふ

える許りである。賓本；技術に乏しく，人ばかり多い山

村では手跡反り仕事に溌掲すみを焼かざるをえない。い
わばすゑやきはチープレバーと資本技術の不足が然らし

める，いわゆるアジア的生…3の一つであって，アジ

ア，アフリカ地区ではやむことを得ない生産様式であ

る。すゑやきは日本ばかりでなく，フィリッピン，イン

ド，蕊有アジア地区で-嫌に行われている蔭農である。
地図の上では一面荒漠とした砂漠になっているイランで

‐

且

湧司
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工業用 木炭岸 本

つたからだというはなしであるが，逆に森林の欠乏ほ石 ンスラッグがある。砂鉄からチタン焼塊をつくるのに木
炭の使用を不可欠とし熔磯炉を発達させ，マスプロ生産 炭を使っている｡最近というほどでもないが,金銀の精煉
の近代的製鉄技術を完成させるにいたった。今日･もなお に木炭を使う｡金銀を青酸にとかして木炭粉に吸着させ，
製鉄に木炭を使う場合がある。木炭には硫黄，燐等の成 き入れにその後,焼いて純金,銀を回収する方法がある。
分がほとんど含まれていないか，たとえ含まれていても 鉄の焼は白炭を使うか,高周波焼き入れの発達した今日，
微量なので，木炭を使った戯鉄臓品質力噸るよるしい。 古い方法でばあるにしてもその使用量は案外に多い。鍛

特にこれを木臓識と称している。 治やの木炭，鍔吻やの木炭粉と数えていくとまだまだ多
スエ岸デン鋼は良質で帯鋸にはもってこいの品物であ いが，以上冶金用に年間27,000～30,000ton位使用さ

ることば談渚も御承知のことと思うが，フォード自侭陣 れている。木材に換算すると約80万石になる。
のエンヂンがアメリカものとしては頗る定評があったの 2）二疏化炭素用木炭

もプォードエ場は木炭銑をつくるためわざわざ木材乾溜 この木炭については「山林」2月号(本年）に詳細に
堅工場を経営していた事は知る人ぞ知るである。わがくに かいたので，なるべくそちらを参照願いたいと思うが，
でも木炭銑をつくる工場がある｡溌国製鉄と日立製作所 ここで主要のことがらをくりかえすことにする。二硫化
鳥上工場であるが,どちらも島根,広島両県の中国山豚脊 炭素ほレーヨン，スブの製造，セロファン，ゴム工業

第1図 木炭銑の製造 （帝国製鉄）
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陵地滞にある｡第1図には帝国製鉄の木炭銑製造の解説 四塩化炭誇の製造に使われる工業薬品である。二硫化
図を示した。出雲のくにほ｢あめのむらくものつるぎ｣の 炭素の90％ほレーヨン，スフエ業で使われるので，従
昔より木騰銑の本場で，島根木炭の研究をすると和銅と って二硫化炭素メ戸カーは大部分，帝国人絹,東洋レー
の関係がきってもきれない関係にあることがわかる○さ ヨン，倉敷レーヨン，旭化成等の大人絹全牡である。現
'て'木炭銑ば大きくわければ二つある。一つは蝉吻銑,他 在27社があるが，大会社が多いために統制がよくとれ
は刃物銑である。詐誉の木炭にはナラ炭，後者にはアヵ 抵赫の研究にも頗る熱心で，二壌用木炭の研究にはよい
マツ炭を使用している｡ナラはアカマツより遙かに蝿おとくいである。二硫化炭素用の木炭には白炭が使われ
が多い。前記のスエーーデン銑，フォード工場ではほとん る。二硴化炭素ば硫黄と木炭を850｡Cに熱して反応さ
ど金饒樹炭を使用している。わがくにの鉄質は一般に粗 せる，わりあいかんたんな化学工業だが，この工業のガ
悪だと称され,そのためにわがくにの綴械にはすぐガタ ンは木炭にある｡研銭は充分に糠製できるが木炭は騨腿
がくるといわれているが’こんな所にも原因がなければ しにくく，各種の品質のものがあるので，メーカーの苦
幸である。冶金用木炭として最近注目すべきものにチタ 情の種になっている。この際の木炭は純，義の多いもの
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／



岸本 工業 用 木
■■■

〃て

万石以上になる。なお二硫化炭素は上記の用途の外溶剤

撰鉱剤，農薬などに使用されるが，最近四堀とチオカル

ボニルが大規模に製造販売され，更に工業薬品としての

用途を拡大している。第2，3図には二疏化炭素製造工

場の代表工場として倉敷レーヨンの中国産業,鶴海工場
を示した。

程よい。したがってねらしのきいた白炭がもっともよろ

しい。わがくにでは白炭というねらしのきいた，ガス分

の少い木炭がふんだんにあるので，わがくにのこ硫化炭
素メーカーは恵まれた地位にあるわけだが，外国ではガ

ス分が多く，しかもやき方にむらの多い木炭を使うため

に使う前にもう一躍置き直している｡すなわち,白炭のね

らしににた焼き方をくり返している。わがくにの白炭を

使えばこんな手数はいらない。白炭は歩止りがわるいか

ら，やめよとのはなしはよくきくが，隼原料としては

白炭は頗るよい性質をもっている。白炭を再認識する必

要がある。この様にガス分が少く，均一にやけている木

炭は外国にはないので-層外国に輸出してはどうだらう

かとの考えで，アメリカの二硫化炭素メーカーに引き合

いに出している賀易商もある。二”上炭素の原料炭素と

しては木炭の外にアタン，コークス，ガーイルコークス，

ピッチゴークスなどいろいろ研究されているが，この中

ピッチコークスは無灰のために最も期待されていたが，

昨年,通産曽の応用研究蕊により,Kレーヨン会社で研

究した繕果によると反応性がわるく, 1,000｡C以上の高

温を要するたあ，炉材が損傷して雲的には使えない結

果になった。またアメリカでは天然ガスから直接二硫化

鐸をつくる例もあるが，日本でばまだ童だ白炭を当分

使うであろう。最近，プラン1､輸出という言葉がよくき

かされるが，そのプラント輸出の一つとして昨年ユーゴ

ー・スラヴィヤに人絹プラントガ輸出されるこ・とになっ

た。そのプラントの一つとして二耐こけ鐸製i塞置も輸

出されることになったが，外国に催白炭がないので，外

国の黒炭を白炭にするにはどうしたらよいかとの質問を

受けわざわざユーゴーから木炭を取りよせ，再炭化条件

を指達したことがあったが,人絹プラントは近く，インド

ビルマ，フィリッピンにも出来るので，これら諸国に同

様な問題が起きている。二硫化炭素用木炭として，年間

24,000tanの白炭の需要がある。原木に換算すれば60

畠

第3図二銅上険鐸工場反応炉とコンデンサー

3． 活性炭素用木淡

活性炭素は砂糖や水飴の漂白，薬品の精製，ガスマス

ク,ビニール製造の触媒，ペンゾールの回収等その用途

はすこぶる広い。世の中が進歩すると，純度の高い品物

が要求されるので，精製材料として活性炭の利用は玄す

ます多方面にのびている。活賎炭の利用例を一庵あげる

瀞灘:議繍凄茎麓鱒驚塞
悩挨の謹豈にばこ方法がある。鋸屑に塩化亜鉛をし承こ

ませて600｡Cで炭化してから堀發で洗い，塩化亜錯を

回収し，更に水で洗い粉末にし乾燥して製品にする方法

これを塩化亜鉛法という。このつくりかたはドイツで完

成された方法で，わがくにでは武田薬品会社がドイツか

らプラントを輸入して大規模に‘識萱している。もう一つ

の方法ば水蒸気法といわれる方法で,才挨を栂指頭大,あ

るいは小指大にくだき950｡Cに熱し，水蒸気を通ずる

方法で，第一炊大戦当時薩融，オランダ等で完成された

方法である。有名な炉にノーリット炉がある。水蒸気法

の工場朧数多いがいずれもノーリット炉を基にしてい

る。第4，5図は；鍾きくにでは最もすぐれた炉とされて

いぉ藤沢薬品式の炉である。叉第6図には筆者の研究室

のパイ戸ツトプラントを示した。塩化アエン法による活

性炭と水蒸気法種よる活性炭と侭大分性質がちがう。前

者は砂糖の脱色によく,後者は薬品の艇灘遡こ適している。

鑑誉はかつて「木材工業」8巻，79号（昭27）に活性

炭の巖蟻を書いたがメーカ戸や製錘悩等はそちらを参

照せられたい。

＝

▲

垂

“

一
一
一
）

鴉

一

第2図二銅上炭素工場（岡山県・中国産業鶴海工場）
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工業用木炭岸本

部がつぶれてしまったが，この事は活捜挨鍵苣が劇篝諺農

であることを示している。活悩炭原料としてはアカマツ

炭の外に，シラカバ炭，ハンノキ恢篝もよい。また堀蕨

道のエゾマツ，トドマツは頗るよい。現に北減菖のその

様な木炭がわざわざ内地に運ばれ,活性炭につくられて

から，逆に北海鐺に売りこまれている。滴生炭鋤省炉は

未だ歩止りが悪く20％以下のものが大部分で，製造炉

としては根本的に考えなをさねばならない。わがくには

世界有数の木炭製造国なので，活性炭鎚豈も世界を圧し

てよい筈だが，現実は活性炭の鮒入国である。製造法が

わるいために，価格が高く（アメリカ製品の2倍）輸出

はとうてい不可能である。当局もメーカーもふんどしを

しめ直し，協力して大に華本的研究を行い，鍵萱法を合

理化してコス1､を下げれば輸出の望承もある。活性炭原

料用木炭は年間15,000ton,原木に換算すれば40万石

に達する。

4． カーバイト，石次窒素，アセチレン

エ業用木表

カーバイト，石灰窒素，アセチレンはいずれも関連し

ている産業なので，これらの原料用木炭につき一括して

述べることにする。これらの製造には炭素源として木炭

は頗る適した原料であるが，現実にはほとんど使用され

ていない。若し，木炭が使用されるとすると，少くとも

年間20万tonに達すると推定されるので，工業用木炭

の需喪先としては頗

活性炭原料木炭としてはアカ

マツ炭が最もよろしい。何故よ

ろしいか，アカマツ炭は活性化

第4図活性炭賦活炉

（水蒸気流動賦活炉・広島栄）

一
が

Ｌ

ひ

第5図活性炭賦活炉

活性炭坂出ロ

しやすく，歩止りが

多い。その原因につ

いては昨年京都大学

で開かれた「アカマ

ツに関する研究発表

会」にアカマツ炭と

して筆者の研究例を

発表したから興味を

有される方はその講

演集を御参照ね力靴、

たい。活性炭工業の

中水蒸気法つまり

木炭を原料とする方

法は製造し易く，小

盗本でできるので山

る重要である。それ

にアセチレン系工業

は将来わがくにの化

学工業の中最大ホー

プ産業となる素質を

有していることは読

者も御承知のことと

思うが原料となる石

灰岩は豊富に国内に

産するし，電力も将

来豊富に生産される

見込なので，資源に

乏しいわがくにとし

ては甚だ将来に期待

《
》

第6図活性炭賦炉 （制議式パイ画ツトプラント）村工業として適して されている化学工業

いるのだが，活性炭製造俊術は案外高度の熟練按術を要 である。アセチレンを麹こして，将来数多くの有機薬

し，良品の製造はなかなかむずかしい。それに用途によ 品，製品が合成されるであろうが，現在もビニロン，サ

リ活性炭の品質も異るので，活性炭製造をやろうと考え クサンその他数多い化学製品が生産されている。この工

られる方は調査遡轆を充分に行う必要がある。戦後実に 業でたった一つの欠点は炭素源である。国内では，適当

たくさんの活性炭工場がつくられ，それらの臆とんど全 な炭素源（木炭を除けば）がない。従来，仏印のホンケ

－－－－‐8－-一・



岸本 工業 用 木炭

木炭，つまり無定形罐を主とする炭素工業はこの中に

含玄れていない。木臆E業朧上記とは別途に存在する筈

である。残念ながら，この様な分野は未だまとまってな

いので，これらを綜合した図書は見当らず，木炭の套

的利用の一部については辻行雄氏の童く炭という特色

のある図書があるが，いずれこの分野も一つの雷1門

とt,てまとめ上げられる時代が来るであろう。

なお，最近の木炭の注目すべき使用例としてラジオ，

テレビに使用するリークへの利用がある。特に高抵尻の

リークへの利用が注目される。また不膠蕊動滝素に相当す

る化学工業器材の利用，放射線しゃへい材，保温制等，

従来の台所燃料としては考えも及ばない方面への利用が

計られている。

6．エ業用木炭の蒋来

工業用木炭を世界的溌莫で眺めれば域少する傾向にあ

る。これは工業国と象なされる欧米諸国の木炭生産がご

く少いため，これら諸国の木炭不足が甚だしく，やむを

えず木炭以外の炭素源に切りかわりつつあるためで，こ

れら欧米諸国では木炭を輸入している国が多い。例えば

アメリカはメキシコ，カナダより20～30万tonを年間

輸入しているし，ドイツでもわざわざ大匪詳を越えてメ

キシコより輸入している。欧米の工業国では木炭は木材

乾溜工場から主として供給されたが，木材乾溜工業が衰

微したため木炭不足が甚だしくなり，ついには木炭を輸

入ずるはめにまでなった。そこで木炭の代替品としてコ

ークス，オイルピッチ，ピッチコークス等がマークされ

これらが木炭にとって代りつつある理由である。炭素そ

のものとしてば木炭の炭素はすこぶるすぐれた織生があ

って炭素工業原料としてはなくてはならないものであ

る。アメリカ，ドイツ等の垂業国でも木炭は少量生産さ

れるが，その過半は工業原料である。アジア諸国の木炭

はその大半は家庭燃料であ‘る。わがくにでば工業用にも

相当量使われているのだが，何しろ木炭の生壷が多い

ので総体から承れば大部分が家“料になる。わがくに

の工業鑑から承れば工業用木炭の需冨は蚕だ霞だ開拓

の余地が多分にある。だが放っておけば大したのびは示

さないだろう。工業用に適する木炭の品質の研究，饗苣

の跡替，包装の問題その他を改良する必要がある。目下

の処,･澗業人は前記の通り，木炭問題にはすこぶる冷淡

である。木炭は薪と合わせれば識ﾎ伐窪の逼半をしめ

年産額数百億円，輝労務者，数十万人，考えれば大し

た産業である。日本の材業問題侭薪炭問題をはずしては

解決しないにかかわらず*i叢人の関心が極めてうすいの

はまことに鋳念である。薪炭侭もつともくだらない木材

（4頁下段左へ）

イ無煙炭を輸入して使用している。最近ほ北米からコー

クス類を輸入しているが，これはホンゲイ炭が北部仏印

に属する為輸入が困難のためである。わがくにのコーク

ス類臓残念ながら使用に適しない。僅に混入される位で

ある。この炭素としては白炭がよろしい。白炭はこれら

_炭素源として頗る適しているが価絡が高いので使用され

ていない。白炭価格はton当り20,000円以上だが，前

記．←クス類は8,000J~9,000Ig(ton)である。カー

バイト原料炭に白炭を使うためには少くともton当り

10,000円にrFげる必要があ愚。コークス類は灰分が多く

反応性も木炭より劣るので，これらを考え合わせれば白

炭価格を"n当り13,000円すなわち白炭1俵当り約250

円に引き下れば充分対抗出来るであろう。ずぷやきを合

理化し，流通磯購を整備すればこの値段も夢のことでは

なく，特に奥地林の林地廃材を利用し，大規漠製炭を

行えば（最近の研究によると収炭率を画期的に引き上げ

られる望象もあるので…･）充分供給し得られることと

思う。ただ，日本の上記工業原料メーカーは目下の処，

木炭を使う考えは全くもってない。またメーカーの電気

炉も電気容量その他，無煙炭，あるいはコークス類の使

用にマッチする猿設計されているので，今直ぐ炭素原料

を転換すぎととは不可能であろうが,将来この方面に木

炭が延びていく為には，木炭業者がカーバイト等メーカ

ーと懇談し，メーカーに木炭を使用していただくことに

つき種左な打合せ（価格，炭礎等につき）を行う必要が

ある。また行政当局もこの様な木炭使用の拡大に対して

行政的な手（例えば研究喪の補助等)．を打つ必要があ

る。アセチレンは通常カーバイ1､を原料としてつくられ

るが，最近木炭から直接アセチレンをつくることが考え

られている。この様な製造法には炭素源として反応性の

高いものが必要なので，まさに木炭は好材料でああ。こ

の研究は木炭業界としては犬に注目する必要がある。行

政当局はこれらの優秀研究に援助の手をうっていただき

たいと思う。

亀

守

4

~

ｰ

5． そ ．の 他

その他木炭の利用例は，電極,浄水剤，カス吸着剤，

火薬原料，研磨炭,木炭筆ピグメント等数多1,,が，いず

れも使用園ま少く，糖殊な用途なのでここでは述べない

事にする。興味を持たれる方は筆者に照会下さい。上記

原料の中でず火薬用木炭は技術的に面白い木炭で，製造

についてはエピソードも多い。また研鱒炭は漆器工業と

ともに発達した木炭である力惹外な程の近代的使用方法

がある。世の中には炭素を原料とする工業は意外に多

く，これらは炭素工業として独得な分野をつくっている

が，従来炭素工業は黒鉛とともに発達した工業なので，

-－－－9－
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すぎ藩種1年生苗越冬防寒試験成績

④ 、④

(30.1.13受理）

秩父地方事務所農林課林務係 一

盛土をはぎ，その後1週間して

全部をはぐ，その他の方法は全

部礎を涙り去る。

昭和29年3月24日被害程度を調査した。

この間2月9日には，土伏は盛土の表面が凍籍して，

人が上っても落ちこまない程度であった。その他の覆も

一部猿倍していた。No.4の殺俵(蕊凄）蜜は，はいで

見られたので，むれを注意して覆を少しく上げた。

むろ囲いほ雪解の水がスリ湿潤の状態であったc 、

4． 防寒方法の概要と被害の状況

No. 1落葉覆

苗床の周囲を炭慶を立てて囲い，苗木の上ば落葉を15

cmの厚さにかけ，枝条電風に飛ばされないようおさえ

た。

この方法は比鐵勺，生理的条件を害さず，健全度を保

つ上によいといわれているが，本冬は，1月23，4日に

わたる，蓑れに承る大雪で約45cmの積雪があり，更

にその後，2月14日みぞれを伴って約20cmの積雪

があり，予期していなかった雪ぐされが部分的に発生し

この多くは下枝の淵燈がくさった。

No.2炭俵（萱儀）覆

苗床の周囲を板で，高さ約15cm囲い，苗の上に直

接挨崖を拡げて一枚どおりかけ，動かないように棒でお

さえた。

簡便な方法であったが,No.1と同穰，積雪の関係か

ら，劃扮的に雪ぐされが発生した。

No.3土伏[A.(日照りの比蜘，に少ない個所)]

苗床は，そのままの状態でおき，通路等の土を掘りと

って，塊をくだきその土を，苗体を片寄せられるような

気持で，片すゑから順次，苗の上に盛っていった。朧土

の厚さは3～6cmで，特に苗間に入らないように注意

した。要するに一方に片寄せられた苗体が相互に支えと

なって，その上に土屋根が作られた状態となり，苗間全

体の空気は交流でぎ，土粒が荒ければ排畢なされて好

緒果が得られるものと思われた。
土伏はむれの危険性が多分にあり，毒期，地温の上昇

し始めるときには注意し，適当な時期に盛土をはぐこと

が大切であるといわれているが，この場合,一部に苗体

が交さくしてむれを起し，腐敗苗ができたが，大部分防

すぎ播種床1年生苗の防寒試験

について

1° 目 的

苗畑の防寒，特に播種床1年生識ま，そのまま放任し

たのでは越冬中に，寒害（東霜害，風害等）をうけ，枯

死するものが多い。この越冬を保護するために種為な方

法が行われている。従来多くは土伏せといって，播種床

にあるそのま蕊で，或は苗を堀り採って仮植してから，

その上に土を磯りかけて越冬させているが，この場合に

防害の目的は達せられても，周到な注意がなされなけれ

ば，逆効果として腐敗菌の温床となり，俗にむれく'され

て廃苗を多くだし，叉無事越冬できても掘り起してから

急激なかん境の変化により，寒気に対する抵抗性が弱い

ため，枯死させる例も多い。越冬保護嫁，出来る限り，

自然気象に抵抗性のある健全度を保った合理的な防寒方

法が必要である。ここではそのいくつかの方法を同一場

所で同一時期に行って，それぞれの長短と管理上の注意

事項を明かにして育苗上の参考に賛せんとするものであ

る。

2．場所とその概況

秩父郡両神村大字簿字竹の平（神田由三郎養苗）

薄川に沿った，標高330～340m, オ函で下方は川に

面し，上方は山地の間に位し，傾斜20.に階段式に設け

られた苗床である。土質は，粘板岩の風化した礫を多く

含む埴簸土で，川をへだてた向側の南面は日当りがよい

のに反して，冬期の日照時間臓殊に短く，地表10cm位

は凍結し，降雪があると相当長期間溶けずに在る寒気の

強い場所である。

苗床は，28年春の播種約3尺巾の上床で，総面積

40坪余り，この内の一部を選び，次に示す如く，ル･-'10

に区分して,その室寮の状態で,一つは掘り採って,むろ

囲いとして防寒施設した。試験区以外は全部土伏した。

3．実施期日

昭和28年11月24日防寒作業を施行する。

昭和29年3月1日土伏は苗が少しく見える程度に

一
匁

４

《
‐
〉

筆者・埼玉県秩父地方事務所・新井安五郎
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No.3と同じ要領で，比較的，日照の長い場所をとっ

たのであるが，殆んど大差は認められない。N0.3に比

較して，被害の少なかったのは，土のかけ方が要領よく

できたためと思われる。

No.9笹葉落葉認（半分はすぎの葉，落葉覆）

笹葉をさして，その間に落葉を入れた。（一方は，す

ぎの葉を利用した）

粗雑な方法であるが，寒気に対する抵抗性をもたせる

方法として行ったのである。地形的に危険性があること

が考えられたが，風が落葉を飛ばし,苗が梢端部を出し

ていたものが寒害を受け，この被害の殆んどば棺端枯で

ある。

Noo10むろ囲

予め苗を掘り採っておき，傾斜45.で深さ11n長さ2

mの溝を作り，この傾斜面を伏床とし，下方は約10cIn

間かくをおき，根部を余価につけ，この余価に植えられ

たように横列に並べて，鍵元へ少しく土をかけ，順次上

方に列状に伏逢，10段とした。 'h業が終ってからたっ

ぷり注水して，上屋根を作り，屋根は片方にたれ，一方

はむしろをたらして管理に便ならしめた。

この方法は掘り採りと憾直に手数を要するが，翌春床

聾時の'H業が省けるので五分五分といえる。 10数本枯

死苗が見えたが，これは操作の不注意で被害は皆無とい

える。

5． 被害の程度は次表のとおりであった

寒の目的は達せられ，むれによる被害も少なかった。只

健全度が他に比較して劣り，防寒徹却後に於ける気候の

変化などによる危険はまぬかれないであろう。

No.4穀俵（蕊俵）覆一

苗床の周囲を板で，高さ約15cm囲い，これに枝条

をわたして，直按苗木を圧しないようにして，穀俵を拡

げて1枚どおりかけ，繩をはって動かないようにおさえ

た。2月中旬以降2～3回少しくすかしを入れて空気を

入れかえた。

防寒が完全すぎ，むれの危険を予期して，注意した関

係もあって，比較的両者の被害が少なかった。

NO．5そばがら覆

No.6麥わら覆

そばを脱穀したからを，厚さ約3cmかけて，棒でお

さえた。（むぎわらも同じ要領である）

廃物を利用する方法として行ったのであるが,No. 1
の落葉覆と同様に，稜雪の中にあって，雪ぐされが若干

発生した。

Nb､7笹葉囲，琴わら覆

笹葉をかけ，補助的に麦わらをかけた。

積雪中にあって，雪ぐされが部分的に生じ，その他，

棺端部を出していたものが寒害を受けて，梢端枯れした

ものが少しくできた。

No.8土伏[B(日照がNo.3の個所より多い場

所)〕

垂

台

』

▲▲.皿凹凸■ロー 凸q 五T■ ■＝
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（識被害率からぶて，単に方法の可否は論じられないことを附記する。

6．考 察 のと思う。

落葉，炭俵，穀俵，そばがら，麦旱等で覆ったものは 土伏は，盛土表面が凍結したままでいたので，被害が

蕊碧に対して,予期の効果が認められたが,皇肖訂積雪の 少なかったが,土かけの舞漬がまずかった部分に奇の
ため雪ぐされを若干発生させた。雪中の被害に対しては むれぐされを生じた。土伏の場合，特に注意しなければ

降雪後，直ちに除雪したならこの被害は，まぬかれたも ならない点は，雛士の土璽継子の粗であることが，安全
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新井安五郎：すぎ播種一年生苗越冬防寒試験成績

であって，排気が不良で，過湿の状態であると，春期地

温の上昇に伴って腐敗病を発生させることになる。なお

熱燗の影響を全くうけず越冬保謹されている関係上，軟

弱苗といえる状態であるから，雄士をはいてから，急激

に外気にさらされるので枯死が懸念されるから，その後

気候の変化に注意し，適当な時期に床替して，なるべく

早く活着させることが大切である。

粗雑な方法である，笹葉囲いは苗の健全度を重点に溝

いた。合理的な方法であるが，粗雑に過ぎて，梢端部が

出ていて寒害をうけ，この部分だけが枯れたのであった

が，今少しく注意したなら差支えなかった。

防寒は，いうまでもなく，東霜害，寒風による害を予

防し，而も熊餘後の活着と生長もよくなければならな

い。なお，完全な防寒がなされても，逆効果として腐敗

菌の温床とならない注意が肝要である。

要は，苗を健全に養成することは勿論，管理者自身，

その立地気象条件を考察して,適切な防寒方法を採り入

れ，その時なの天候を予知して，適宜処硬をする注意が

伴わなければ万全は期せられない。

すぎ1年生苗畑防塞調査

すぎ播種1年生苗畑の防寒について,雪ぐされを発生
した両神村，今井久吉氏所有苗畑の調査結果は次のとお

りであった。

1．場 所

秩父郡両神村大字小森今井久吉所有すぎ苗畑
2．立地

小森川の流域，標高310m,南面，周囲の開けた平

垣の苗畑である。

土質は堰土

日照時間は周囲が開けている関係上村全体からぷて

比較的長い位置に在る。

28年春の播種床,総司積(1K×10.5K)10坪25

3． 実施期間

昭和28年n月10日，落葉を一面にかけこれを

麓さえた仮防寒を行う。

昭和29年12月15日，4に示す要領によって完

全陵舞を行う。

昭和29年3月ユ5日防寒徹却

昭和29年4月13日槻兄調査(締:F又一技師）

中間に於ては，特別管理を行わない。

4． 防寒の要領と融却後の状況

濡重床はそのま薑のI錘にしておき，先ず仮防寒と

して，11月10日，床一面に謹麗をかけこれをおさえ

るため，蚕まぶしを拡げてかけた。次いで12月15

日，苗畑の周囲の両醗には地上約10cm凝土し，葛

間間隔に横木（径1寸5分）を地面に冠き，なお中央

に竹1本をわたし，落葉の圧縮をかんわできるように

し，落葉を15･cxn厚平均に苗の上にかけ， これを風

などに飛ばされないよう蚕まぶしを拡げてかけた。

前記，竹の平に於ける試験の如く，穣雪45cm,次

いで象ぞれを伴った20cmの積雪は，この地でもや

や同じ状態であって，積雪下に在って，雪ぐされを発j

生した。

防寒の徹却に当り，3月15日今井氏が防寒苗畑を

巡視した際カビが発生しているのを象て，早速取去つ、

たもので，この時既に苗畑全体に被害をうけていた。

本冬の気温ば厳寒が何日かあったが，平均気温は平

年よりやや高く，苗畑の日照時間も前記竹の平に比較

して長く，強度の防寒をしてあった上，更に，積雪を

そのまま獄いたことは良くなかった。今井氏は前年度

附近で同じ要領によって防寒を行ったが，むれを心配

して，中途で落葉を少しく減じたため，寒風の害によ

って梢端枯を多く出した苦い経験を持っていた関係上

安全をはかり，本年はこれで自信を以ていたもののよ

うであった。

こうした点を考察し，防寒と，それに伴うむれの因

果関係は苗畑の立地と防寒方法,その時なの天候の蕊

化のこと等'綜合勘案，適切に処蔵する技術は，今迄

の経験を参考とし，更に今後に於ても慎重噸注意が必

要である点は前記試験の考察も同じである。

5．被害状況は次のとおりである。

標準地1平方尺調査本数

篭墓蕊}被善率§，錫
無害 24本

計 88本

一
”

I

《
、

…･…･…･････"･･"･"おしらせ"国･……..."….“

毎冊多大の御好評をいただいております

林業解説シリーズは第76冊加藤誠平著「林業

機械化の動向」以降定価を’郡50円に改正い

たしました。あしからず御了承の程願上げま

す。

尚印刷部数が少ない為しばしば品切となり

まして御迷惑をおかけして居りますのでナル

ベク予約下さることをおすすめいたします。

日本林業技術協会….....“
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かれの11才のとき死んだ。父の伊助は， ユ1人という

子沢山で家は中農，これでは生活がたたぬ，ど棉をやめ

て，櫨蝋（ハジロウ）に転向した｡.親戚がハジの栽培家

で，その製蝋工場にやとわれ，一家の生活をたすけたか

といわれる。祖父もそうであったが，父も一徹であっ

た。かれは父祖の業を学んだが，父はかれの寺小屋がよ

いをその器でないとした。かれの長兄和兵術もはやく江

戸に出て，の､ら郷里で僧庵の主となったが，かれもつい

に国をとび出すこととなって，家は弟の治右衛門が相続

した。その出郷は24，5才のときで， それまでぐれて

いたのが，心機転換の出郷となつらたしい。

可愛い子には旅をさせよ，というが，かれの場合は，

親にそむいて，震ず九州全土を放浪，その間を，製糖，

製紙，琉球藺（イ)，農具などの技術と調査腰ついやし

た。長崎（紀元2456寛政8）に出て，赤間関から識州

多度津に上陸，製糖工場にあそび，金刀比羅宮に雲いっ

て，大阪に乗込んだのが29才のとき。大阪では，はじ

め土方の群に投じたり，手習師匠をしたり，長堀の橋本

町に寓して，ハジ（大笑松山棚)，楮（コウゾ)，桐，杉

檜など，九州苗の取次販売をしたりした。新天地に飛び

こんで，再びぐれることもなく，苦し蕊ながらここで踏

んばつたのが，かれの生涯に光をそえることとなった。

大阪に出てから7年目（紀元2462享和2)，摂溌代

官池田氏附の奥野秀辰のすす必で，かれの農家益天地人

3巻が世に出た。副業としてのハジと製蝋とを説L､た，

挫家の指導書である。当時，各層各階にわたって財政が

ゆきつまり，農民の税負担力もすでに限度に達し，この

上家計の増加と補成とをとげるには，副業をおいてほか

にない，という見方から，これは大いに観迎せられた。

つづいて，その後篇乾坤2巻(紀元2470,文化”，そ

の続篇2巻(紀元2514，嘉永7）を出版していること

によっても，それがわかる。この7巻は，かれの50余

年にわたる研究の成果であって，ハジの接木に関する限

り古今稀にみる技術の手引書だ，といわれる。少年時代

からハジと坂つ組んできたかれにとっても，感憾無量の

述作といわねばならぬ。

これが反響して，かれは大和宇陀郡常楽屋藤兵衛へ，

多数のハジ苗を送るをえた。その関係からでもあろう

か，大和の代官，深但季の知遇をうけて，老農茶話1巻

（紀元2464,文化元）を出版，稲虫駆除の指導書を発

表した。大阪の民間閑学者楠本宗吉に学んで，その接木

への理論づけを試みた。江戸に出て，関東の農村調査を

力きれて,自著の出版と普及に奔走し,狂歌師石川雅望（六

樹園，宿屋飯臓，紀元2413,宝暦3-2490,天保元，

閏3，24)，蜀山人太田南畝（紀元2409,寛延2－2483

文政6，4，6)，国学者栗原信充（柳巷，紀元2454,寛

政6-2530,明治3，11，28）らと会って，その交友，
〃
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槍一筋の家にそだった，先祖代をからの江戸の旗本衆

は，楊枝削り（ヨウジケズリ）を内職にして，明治の新

時代まで，やつと露命をつないだそうである。敗戦後の

縮小日本は，いよいよ悪条件を加えて，なにはともあれ

一家総動員の生活難打開だ，と都市は都市,地方は地方

それ織沁に大童（オオワラワ〕である。一つおぼえはや

っぱり阿呆だ，この上は両刀づかいに限る。七つ道具が

このさい欲しい，う震い副業ほないものか，今こそ家庭

経営の多角化だ，と眼の色かえてのてんやわんや時代で

ある。わが大蔵永常（紀元2428明和5－2507弘化4，

其後不詳）も，そんな時代に生れて，農林技術家として

ことに副業の指導にちからこぶを入れた人。豊後国日田

町隈町（大分県日田市紺屋町）の産である。

日田盆地は，九州中央の高地，筑後川の上洗玖珠（ク

ジユ）川のほとり，日の隈（ヒノクマ）神社のある亀翁

山のふもと。景勝の地は文雅の人を生んで，淡窓（紀元

2442,天明2-2515,安政2）を出した広瀬家をはじめ

として人材があらわれ，今もその家に何を庵とか，藤と

か，亭とか，園とか，風雅めかしていう習俗のある土

地。だから，かれ永常も，通称徳兵衛（十九兵術）また

亀太夫，字は孟継（タケズミ)，その号ほ亀翁，別に受

和園主人また黄葉園主人，と日田式である。祖父が棉の

栽培とその鰹髄載阪売をしていたので,雲の屋号は綿屋
といった。

大蔵という名は， もと後漢の霊帝から出たといわれ

る。支那のﾘ認上人がもらった姓で，その後が筑前夜須郡

秋月の荘を領して秋月氏となり，やがて高鍋藩主となっ

たのもその家。その一族が原田，田尻と称して，九州の

名族となった。綿や桑の産業も，帰化人とば関係がふか

い。かれの家も，そうだったかも知れない。祖父の伝兵

衛は， 夕立によみがえる棉がうれしくてたまらず，大

雷雨の棉畑の小屋に午寝をしていた，という田園人だが

全

11

へ

筆者・伝記研究会会長
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横 田 大蔵永 開

その見聞をひろあるに至った。一放浪者にすぎなかった

永常にも，ようやく春がおとずれて，芽のふき出した感

がある。

これまでのところでも，すでにわかるように，永常と

いう木に施すべき肥料は，和漢の書ではない，オランダ

の学問ではない，体験と見聞とである。したがって旅行

である，教学相なかばする遍歴である。かれは，江戸か

ら帰って，美濃大垣の梨園に老農山本六郎兵術を訪う

た･丹後（紀元24"5，文化12）にあそんで，農村の実

情と農具をしらべた。大和，紀州（紀元2477,文化14

初夏）を歩いて，吉野熊野を視察し，鯨油関係の捕鯨智

識，熊野蜜蜂の実際，尾鷲（オワセ）土井家の蜜ｷ確営

にも接した。かれの名著としてかぞえてよい，農具便利

論（紀元2482,文政5，開版）が， この年に脱稲され

た。

再度江戸(紀元2478,文政元）へ出たかれが，三度江

戸（紀元2485,文政8）へ下ったころには，大仮でば

家内に菓子屋をいとなませて，自分の種苗商はやめ，農

林技術家の永常，指導者兼著述家の徳兵衛となってい

た。水戸の立原任を知り，小宮山楓軒（紀元2426，明

和3-2500,天保11，3，2）に知られ，水戸藤主纈II

斉昭（紀元2460,寛政12-2520,万延元，8，15）の

命により，財政改革意見書を呈したのも，このころらし

い。かれは，六樹園石川雅望の序文（紀元2485,文政

8）をえて，農民の教養書，民家育草3巻（文政10刊

政題心学道話）を著わし，その翌年には，推汗（カケポ

シ）の研究などを中心とした，豊稜録2巻（紀元24』70,

文化7，大阪刊）の関東版ともいうべき再版豊稼録(改

題農家必用謝乍便覧)，佐藤一斎（紀元2432，安永元-

2519,安政6，8，24）の序文を載せた， イナゴの駆除

書,除轤録1巻,明治になってから刊行せられた農家肥

熔諭3巻，と筆硯の多祥を示した。さらに，1年を越え

て製葛録1巻,次の年には油業録1巻，そのあくる年に

は児認ﾛ水の農稼業事（紀元2453,寛政5）を承けて農

務錐事後篇5巻稚俗早引節用集2巻，田家茶話5巻

（昌腫奇説著聞集)，と矢つぎばやの著述であった。か

れの年令，ときに63才にあたる。

そのかれに， また一つの転模がきた。いつの時代に

も，まだ生活能力のあるものに，しめ畠しをくわせる社

会は，のろわれてよい。どんな社会にも，特技のあるも

のがかえり象られないようでは，よい政治のゆく道から
はずれている。永常の場合は，おそきにすぎたかもしれ

ないが，時勢の要求もあって，それがおとずれた。かれ

ば66才（紀元2493,天保4）の秋10月，江戸を立
って伊豆韮山にあそび，駿河の田中藩士石川俊助のとこ

ろに寄寓し，その翌年末，三州田原燕産物駁立の名で召

抱えられ，日田喜太夫の変名をもって，同地におもむい

た。採用してくれたのは，在府の藩士華山渡辺登（紀元

2453,寛政5-2501,天保.12，10，11，自刃）である

が，そこ蚕で運んでくれたのは，双方を知る，花井虎市

（一類か，立原任か，佐蕊一斎か，どうも親友の花井

らしい，ということである。

永常の喜太夫が田原在任の童る5年間は，最もかれの

手腕が要請された時期であった。田原にいってから一年

半，その夏（紀元2496,天保7）以来，諸国に創脳(キ

キン）がおこり，米価ははねあがり，甲斐の郡内領に暴

民（同年8）がおこる。大阪に大塩平八郎の乱（翌年2，

19）がおこる，越後の柏崎に一摸（同，6，10）が鈴こ

る，といった状態で，各藩それぞれ対策に苦しんだ。か

れは，ハジの栽培,製紙，製糖，天花粉の製造,除蟷，

土焼人形の指導などに奔走した。このとき，門田の栄1

巻（紀元2495,天保6）を渡辺華山のさし絵入りで出

し，日用助食寵の賑ひ1巻（天保7）をかいて，節米代

用食の手引きとし，別に製油録2巻（同年）の出版など

も拳えていて，かれの筆陣もなかなかあわただしい。

当時，かれは，非常時に対処するためか，相当蔵極的

にうごいて，､そのポストからは象出るような態度も､あっ

たらしい。江戸の華山から，在国の爽木十郎兵術に送っ

た手紙には，「これは物産になるべきもの，一，二種に

て骨析らせ候事，願ひホウダイはあしく候・｣，とある一

方，おなじく納戸役（ナンドヤク）の川澄叉次郎にあて

た韮山の手紙には，藩の赤字財政のやりくりに，喜太夫

が大阪まで出かけて，借金に奔走しているのをフンガイ

して，「右ば私よりかねて，御勝手方へ口を出し申さざ

る稜，申付けおき侯へぱ，尊公様方より仰付られ候は格

別，左もこれなきに，何にまれ口出しは仕らざる事と存

じ候。しかるに此度御借財などの事に付，文通等これあ

るよし，如何に候。それば御都合も宜き次第にても，仰

付られ候事は無用たるべき筈に候｡｣，といたいところに

ふれている。野人徳兵衛の仕官ぶり，華山と喜太夫との

間柄，それらが知られておもしろい。

その華山が，例の蛮仕の獄によって失脚（紀元2499,

天保10，12，18投獄）して，喜太夫も解雇（同年,11,

28）となった。この事件の一つの原因となった無人島の

開拓については，伊豆韮山の江川，江戸の花井虎市，渡

辺華山，大阪の大塩平八郎らが関係して，その勧誘連絡

係は，ほかならぬ本篇の主人公であったらしい。喜太夫

ば，その年あけて（天保ユ1，2，10）田原から引揚げた

が，かれの住んでいた製糖小屋の附属建物，10畳2室，

6畳，4畳各1室の住居にほ，渡辺韮山が謹慎して，こ

こでついに自殺した。

日田喜太夫の永常は，別に大蔵喜内というふれ出しで

《
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横 田 大蔵永 常

永常が見て国産とした品目ほ，かれが経国の±でばな

くて，技術の人であることを反映して,その範囲を自己

の体験の域内にとどめている。上来ところどころに名の

出てきたのが’0錆，そのほかでは，ウルシ’ワタ，

クワ，チヤ，カキ，アサ，イモ，アイ，タバコ，ブドウ

サツマイモ，ムラサキ，ベニバナ，トウキ（ヤマゼリ)’

センキュウ，シャクヤク, 1､ウモロニzシ，謹蚕，絹織，

素麺（ソウメン)，焔硝, と云ったところ。視野はせま

いが，自分に自信のあるものだけをとりあげて，反って

かれらしい。

なかでも，かれのハジの澗究は，前にもふれておいた

ように，毒浮がある○ハジの増収は，接木の如何によっ

て決する。ハジの伐口は早く枯れる性質があるから，キ

リツギ（換接，涜妾，砧接）は適しない。この二つの眼

目にそうて，銚揃山田村認喬善蔵のかいた窮民夜光珠に

多分の体験を砿り，ヨピツギ（圏妾)，ハラツギ（身接）

ヨセツギ（皮接）を説いて，選霞から育成への避径がく

わしい。古くから，峰には松をうえ，谷に臆杉をうえ

よ，とよくいうが，かれの杉の栽培法（広益国産考巻2

所載）は，吉野＄鐸全書（明治31年刊）以前では,最

も親切な託逓とされ，極（広益国鐸巻2所載）につい

ては，特にクロマツを説き，松苗栽培の手引としては，

農業全書その他にまさる，という。かれの柿は，翰柿や

柿渋を目的として，やせ地利用の渋柿栽培とその製繼を

つたえているところに，特色がある。製法といえば，そ

のハジ蝋の製遣生（雷益人の巻所載）は，さすがに当

時のトップを行って，他の追従をゆるさぬものだった，

といわれる。

かれの著作としては，これ蚕で書きもらしてきたもの

に，再種方，巻(文政7刊)，棉圃要務2巻(天保4刊）

徳用食鑑,巻（同年刊？)，農家心得草1巻（同5刊)，

未刊のものに，抄祇必用2巻（別名緬鹿必用)，琉藺百

法,巻（一名雪濟藺作法)，山家薬方集3巻，甘瀧大成

2巻,救荒必礎などがある。いずれも，鏡切な手引書の

一言につきるものであって，そこに鐸を放っているの

は，かれの尊い体験らしい。学はその任とするところで

はない，詩をつくるより田をつくれ，その父は斯ういっ

てかれをさとしたことがある。子を観るは親にしかい，

とかれの父はいった。自分を観るは自分にしかい，とか

れ自身はさとった。親の承るところ，子の承るところ，

澗司は一つに帰したが，双方によろこびと感謝を招い

た。分を知って限りない努力を傾けたのがよかった。か

つて，例の石川邪淫は，当時57才の永常を評して「童

めまめしき翁なり」（民家育草序文)，といった。かれの

生涯も，調寅も，そして人も，この片言につきるので朧

ないか，とおもわれる。 （4頁下詫へ）

ときの老中水野越前守忠邦（紀元2453,寛政5-2511,

嘉永4，2，5）の浜松群へ，もう一鹿仕官した。田原を

追われて，一時岡崎の知人をたより，その年江戸へ出て

水野家召抱えがまとまり，翌年（紀元2501，天保12）

町奉往鳥居甲斐守（－紀元2533,明治6，103）に会

って，幕府の借入という名蕊で大阪や浜松に往来した上

であった。浜松興産方大蔵喜内の東海道下りの出発（同

年10，13）は，長持3桿，馬3駄，駕舗2挺。岡崎で

は，本心7分，乱心3分，強度のヒステリーの妻とその

娘をかかえて，大阪の出版業者の送金によって，どうや

ら生活したのが実情であるらしいから，この浜松入りは

ある意味での一生涯の峠であったろう。古住今来，日本

の自然的災害は，一種年中行事の観がある。かれはそれ

と坂つ組んだがために，中央政府の中心人物と綿笈れる

に至った。老来，かれの意気ば，おとろえるを知らなか

ったことであろう。このときの紹介役も，例の花井では

なかったか，といわれる。

天保の改革で有名な水野忠邦は，老中2度目の大役も

ついに不評のうちにお役御免（紀元2505,弘化2，2，

22）となり，隠居，蟄居，つづいて所替となった。喜内

の永常もそれにつれて，蓑る4年で解雇，おりから重病

の妻をその翌年失い，江戸に出たのはその次の年だが，

ちょうど80才のときだった。その後のかれが，どこに

いたか，いつどこで死んだか，それは不明である。一説

大阪心斎橋の書林浅井吉兵衛の別宅で死んだ，というが

この後のかれにのこされたものは，もはや著述生活より

なかろうし，生活のためにもそれとは離れられず，つい

に空し.くなったのでばないか。

浜松在職当時からその後にかけて，かれの著作の刊行

されたものは，国産考2巻（紀元2502,天保13)，後

篇除鰻録1巻（紀元2506,弘化3)，勧善夜話前後篇10

巻（弘化4)，救民日用食物能毒集1巻（紀元2511,嘉

永4)，民衆文章早引大成2巻（嘉永5)，広益国産考8

巻（紀元2516,安政3，既刊国産考2巻を含む)，と研

究者（田村栄太郎，産業指導者大蔵永常）の所説であ

る。永常のいわゆる国産とは，封建時代の各藩各領の産

物，他藩に移出して自領を富烹しめる産物，自領に供給

してその財政をゆたか庭する産物。その経営は，成績を

急ぐ藩吏には向かぬ，転任の多い係官では不便がある，

工場の直営炉はその他いろいろの不利を承とめる,むし
ろ汝任して領内の副業とするにかぎる，いながらにして

稼働能率のあがる家内工業にしくはない，ただ指導と検

査と販売の世話だけでことは足る，とした。田原藩や浜

松藩のにがい体験から割り出した，一種批判のさけびで

もあろうが，こころある識者は，今もこの意見に耳を傾

けるであろう。
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国有林のあり方乃至意義は，日本＄i政との関連において梼苛されなくては

ならない。

検討の具体&勺内容としては，まず資本主義経済下に鶏ける経済政策の意義

とあり方に対する反省より日本林政の当面の課題を基本的に検討し，次いで

日本林政の課題の遂行に対して一体国有林はその推進者たるべきなのであろ

うか。また推進者たるべきであったとしてもその可能性があるのか。そして

もし可能性があるならば如何なるあり方においてその可能性を具体化すべき

なのであろうか等の諸点が問題となろう。

芦

目 次

まえがき

－資本主義経済における国家干渉の意義
一国家干渉の必然性と限界一

二日本林業の問題と林政の課題
一日本林政における三つの課題一

三日本林政の具体的方策

其一日本林政の第一課題に対する具体的方策

其二日本林政の第二課題 〃・ 〃

其三日本林政の第三課題 〃 〃

四国有林の意義と国有林経営の反省

むすび

まえがき

私は表題の如く国有林の意義に就て日本林政の課題と

の関連において考察せんとしている。かかるアプローチ

をとったのは国有林の意義は日本林政の課題のうちに見

出せると考えたからであり，またそうすることが国有林

の意義を明確に理解する最良の方法であると思ったから
である。

かかる政治的性絡をもつテーマの考察には必然的にあ

る程度の価値判断を余儀なくされる。考察を客観的にお

こなうことを本務とする研究者の価値判断は厳に慎重で

あるべきことはマックス・ウェーバー(MaxWeberうの

強く主張しているところであり， まさにその通りであ

る。だが私があえてかかる価値判断の危険を冒すのは，

私の日本林政に対する熱情がしからしめるのである。そ

の考察はもとより未熟のそしりをまぬかれないであろ

う。そしてその故に価値判断の禁を軽食しく破った天罰

をたちどころにうけるかもしれない。だが客観的である

ことを一義とする。いうなれば経験主義的態度をモット

ーとする著者は賢明なる読者の御意見を素直にうけ，自

個の非なる場合には自己の所信をあらためる上にやぶさ

かではない。かくて如上の天罰の幾分かは許されるであ

ろう。

小論は理論的考察を主体としている。それ故非常に具

体的な国有林のあり方を期待される読者は恐らく失望す

るであろうが，理論的考察の立場からは正に山田雄三教

授も指摘されるように「結論よりは方法を，提案よりは

考え方を重視するのである｡｣リヨリ．具体的方策は理論的

考察によりその方向を溌定されたのちに明確に立案され

るのであろう。

如上のような意味において小論がいくらかでも正しい

国有林の具体的方策立案の上に寄与するならばまさに望

外のよろこびとしなくてはならない。

一賓本主義経済における国家干渉の意義

一国家干渉の必然性と限界一

1． マルクス経済学以外の経済学，いうなれば限界効

用理論に立脚する近代経済学の資本主義の運命に対する

理論的見解には悲観論，楽観論の二極面に亘って種盈の

異論が存在している。その代表的な二，三の見解を紹介

してふよう。

まずケインズの見解に”もて承よう。ケ．インズは現代

の資本主義は「邊富の中の貧困」という表現によって説

明される構造矛盾をもっている。それから独占や硬直性

や貯蓄過剰や有効需要の不足や不完全雇傭等の諸現象が

F

肉

〆

匡全

筆者・林業試験場経営部 1〕山田雄三署,日本経済の計画験的考察,東洋経済.5頁参照
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野村：日本林政の課題と国有林の意義

発圭し，若い時代の資本主義とは本質的に蛎堂した停滞

状態があらわれてくるという。だが彼はそれによって資

本主義はマルクスの説く如く必然的崩壊に傾くとは考え
･ていない。それは悪くすれば資本主義経済の命]反りにな

らぬともかぎらないが，これを回避する実行可能な手段

があるというのである。したがってその資本主義のもつ

矛盾といっても資本主義体制の樋衷を動雷させるような

ものでなく，いわば然制の何処かに生ずる栄誕不良の状

態からくるというのである。彼の理論は「雇鋪利子及び
貨幣の一鎚塁論」(JOhnMaynardKeyneS,TheGene-

ralTheoryofEmployment, InterestandMOney,
Londonl936)に展開されている。

次にシユンペーターの所論を紹介しよう。彼の理論は

「資本華・社会主義・垂を義」(JOsephA,Schum･

peter,Capitalism,SocialismandDemocracyl942)
にのべられている。彼の盗本主義の遷命に就ての見解は

｢資本主義は生きのびるとは思わない，というのである。
これには舞本主義という言葉と生き延び得ないという言

葉とにどういう惹珠を含ましめているかが問題であって

シュンペータ『一自身，資本主義が生き延び得るか否かと

いうことも，一部ほ定義の問題であるといっている。シ

ュンペーターの定義はマルクス主義とは著しく･らがって

いる。マルクス篝が蕊本家と労働者の関係を中心とし

生直室肉菱の私有と自由な労働力の売買を資本主義の本質

的琴這とするのに対して，シニンペー友一は企諜者と単
なる業主の関係を中心鶴含とし， （これについては中山伊
知郎・東畑精一訳シユンペーター箸経済発展の理溌第二

章145~233頁参照著者註）私的鐸者が銀行からの借

入金によって革新を行う社会を資本主義であると規定し

ている。次には生き延びることができないという言葉の

意味はどうであろうか。ひどく:謝的に考えるなら，い

かなる体制もそれが一つの有機体であるかぎり，永久に

生き延び得るものではないから，資本主義もまたその例

外ではあり得ないといえよう。あらゆる文明は未だその

全部の力を出し尽さない中に次のものによって取って代

られたとシュンペーターはいっているが，これば何とい

ってもあまりに長期すぎるわけであって，現代の診断の

用には立たない。重要なことは，例えばケインズ派の人

人やマルクス主義が資本主義の選命に対してそれぞれの

見解をのべているのとほぼ同じ地盤でシニンペーター独

自の見解を示さなければならない。糞本主義をどうす､ぺ

きか，またすべきでないかということは，いわば政治論

であるが，その根底にほシュンペーターが自ら設問して

いるように，資本主義は生き延び得るものかどうかとい

うことについての判断がある。この判断については誘昔

のケインズの黄本主義行詰り論よりマルクスの盗本主義

崩壊論に近いわけであるが，その考えを進める過程と道

具だては凡そ全く違っている。シュンペー久一は「資本
主義朧昇華する」9というのである。すなわちマルクス

が驚本主義の運命を崩壊という形でいいあらわしている

のに対してシニンベーターは変貌の過程として理解する
のである。以上のべたケインズならびにシュンペーター

の両理論は近代経済学における代表的な見解であるが，

このように両理論とも程度の差はあるが自由的黄本主義

経済の運命については悲観論的であるといい得る。 ′
2．しかし一方これに対して楽観諦勺所説も存在す

る。すなわちモ戸ルトン，ファイン，ターボァ，サィモ

ンズ等は資本主蕊の運命に関する悲観論には反対の意見

をもっている。例えばターボァは「経済老熟の怪物」
(George矼も,rborgh;TheBogeydfEconomicMa-

turity,Chicago, 1945pp. 6-8)の中で，ニューデイ

ールによって識屋された強烈な政治的感情を反映させて

「貯蓄と投資に関する臨時全国経済委員会公聴会は，そ

の命題に支持をあたえるように，また公衆を欺朧してそ

れを信じこませるように手加減された」とまで極言して
いるという。以上の如く資本主義の運命に就ては従来ま

で種々の理論的所説があらわれている。資本主義の運命

に関する所説については一概に速断するにはあまりに問

題は複雑にして困難である。だが誰れでもが比鐵勺異論

なく肯定しうることばアメリカによって代表される個人

主義的資本主義経済は兎に角1929年以降幾多の縦造的矛
盾をあらわしてきている。いうなればアダム・スミスの

「見えざる手」(aninvisiblehand)の摂理を確信し得

ていた往時の経済機構とは変化してきているという所信

である。最早や個なの経済主体の自由活動は社会の厚生

を必ず達成するという信頼はもてなくなってきているの

である。ここに国家干渉の経済的歴史的必然性が見られ

るのである。近頃諸外国とも大なり小なり国家干渉を容

認してきている現況はこの事情をものがたるものにほか

ならない。だからといって国家干渉を積極的に容認する

というので朧ない。資本主義経済を前提とする限り国家

干渉の存在はのぞましくばない。それ故資本主義経済下

における国家干渉は必要最少限度にとどめることがのぞ

ましいのである。（オイケン・レプケ・ハイエク等の諸

学者ほ現在でも適当な国家規制を容認しながらも経済秩

序の支配原理の存在を否定しているという（前掲書1）

104頁参照)。以上が国家干渉，別言すれば政策に対する

一般論的な理解である。以下かかる理解の前提のもとに

林業部面に潟ける国家干渉，いうなれば林政の問題に考
察をすすめて染よう。

急

ゴ

8

＝

2）笠信太郎編資本主義の運命河出書房昭和27年
1～37頁

、
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野村：日本林政の課題と国有林の意義

らない。生産行程に於ける労働はそこでは資本の附属物
の形をとる。かくして労働力砿資本によって社会的結合

の形をとり，その結果生ずる新しい労働生産力はもはや

労働の結果ではなくして逆に資本の綣果として現象する
”……. . ､土地生産力についても同じことがいえる。労

働が費本に包摂されると同じ意味で労働が土地に包摂さ

れる。いわば土地所有の関係が極めて強く作用している

場合は土地生産力の概念が生れる。これまで土地の自然
力については多く論ぜられて来たところであるが，いわ

ゆる本来的な自然力でも，それがそのまま経済学の対象
とはならないのは当然である。いうまでもなく独占し得

る自然力こそ問題である｡､土地の豊沃の度合に於て，面

積の広狭に於て，あるいはその位殻に於て均一でない独

占し得る自然力こそ問題である。この独占可能な自然力

は自然の中に局部的に見掛される。しかしてそれは土地

の一部の特殊な自然力と結び付いている。このように独

占し得る自然力は常に土地に密着している。かかる自然

力は問題の生産部面の一般的諸条件に属せず，叉一般的

に造り出し得る諸条件にも属さない。かかる土地独占が

大きな意味を持つ経済社会漣於ては土地が生産手段とし

て極めて重要な意味をもっている。・・…･･･要するに土

地生産力といい，資本生産力というこの概念は，労働生

産力と同次元に立つ概念ではなく，パラレルに対立する

概念でもない。土地生産力として現象し資本の生産力と

して現象寸一るその底に流れるものは労働生産力に外なら

ない。一筋の赤き糸こそは労働生産力である。併し乍ら

農家の直接目標は土地生産力あるいは資本生産力である

ことばまた当然である。従ってたとえ労働生産力を無視

しても農家としては土地生産力，あるいは蕊本生産力の

向上を指向するであろうが，それは一定の生産力段階に

限られて始めて許容される。併し現実の社会的生産力は

常に動いている。経営として発展してゆくためには，そ

の蔭に必ず労働生産力の高揚が伴わなくてはならない｣。

しかも労働生産力の生産性はやり方によっては単位面積

当りの盗本の増授挺よって土地生産性と何等矛盾なく均

斉発展しうるのである。以上が労働生産力，土地生産力

ならびに資本生産力の意義とその関連である。ここで本

題にもどろう。

5．既述の如く森林生産力も労働，土地ならびに費本

の三生産力に分けて考えられる。そこで今までの問題は

厳密には次の如く提示きれることになる。

すなわち「国民経済の発展という見地より要求される

森林費源培錐とは労働，土地ならびに資本の各生産力の

うちいずれを一義的に採択すべきなのであろうか」とい

うことである。

答ほ上述してきたところで明白なるように，理想的に

I

二日本林業の問題と林政の課題

3． 霞ず現在における日本*榛の問題は何か？につい

て梅計してみよう。

国民経済の見地より日本澗譲に要求されている問題と

しては何といっても森林資源の壌礎の問題である。今更

数字をあげて諜々するまでもなく§“による国土の喪失

に加えての戦時中に鐙ける舌I伐，ならびに鞠麦の復興に

よる莫大なる林塑物需莫ほ森瀧源の土諜塗を強く要求し
ている。以上のように日本林業は国民経浩叉は国土保全

の見地より森林盗源の培養を一義的に蜜球されているの

である。以下この問題に就て若干ヨリ詳細に識月して承

よう。一体国民経済の錨蔓の見地より凄球される森耕鐡

源堵塗とは緬斉学的に何をいうのであろうか。国民経済
の麹震とは国民所得の堆珈，別言すれば雇傭の堆珈を意

味する。しからぱ国民所得の増加という観点より要求さ
れる森$禮瀞諜礎とはなにか。森林資源の壊養とは経済
学的用語にじたがえば森林生産力の増大を図ることを意

味する。これで問題は説明し終ったのではない。更に問
題は発展する。その森林生産力とは一体何かということ

である。

4． 生産力は一般に三つの概念に分けて考えられてい

る。すなわち土地生産力(ProduktivkraftdesBoden)

労働生産力(ProduktivkraftderArbeit)ならびに資本

生産力(ProduktiVkraftdesKapital)の三者である。

土地牟産力は単位面積当りの生産量であり，労働生産力

は単位労働当りの生産量であり，盗本生産力は単位資本
当りの生産量である。土地生産力は単位面稜当り麺間的

装備の大いさに加うるに投下労働通の大いさ，労働の強

化，費本の大いさに関連しこれらの総体によって構成せ

られるところの焔のである。労働生産力は林業経営瀧造

の資本的構造，いわゆる有機的構成の高さならびに貴本
の大いさに対応するものである。費本生産力は土地面績

の大小，豊度の肥痩に加うるに投下労働の大いさ，労働

の強化に関連している。

次に労働生産力，土地生産力ならびに資本生産力の関
係について触れて象よう。この問題については金沢夏樹
氏のすぐれた見解，がある。「いうまでもなく生産力が

経済学的認癬として問題になる場合，それは当然労働生
産力を意味するのであるが，労働生産力が労働生産力の

問題として，そのまま現われる場合は極めて少ない。例
えば資本の生産力については我“ま次の如く思考出来

る｡生産手段および手段を奪われた労伽者は;その生産な

行程に入るに先だってその労働力を資本に売り渡さねば

桑

一

6

《
雪
》

｝

3）金沢夏樹穂嘘業に於ける収益性と生産力』 農業と
経済Vo1.15No. 12.
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その二は，林業生産内部における経済発展の不均衡乃

至は所得配分の不平等

前者の問題から説明して承よう。

特に林業と他産業間の経濱発展の不均衡をあらわした

賓料は見当らないので，ここでは林業農業等を包括した

第一次産業と他産業との経済発展の様相を検討して，閲

接的に林業と他産業間の経済発展の不均衡を毒察して象
よう。産業間の経済発展の議相は産業別所得成長率を比

較することにより銃知しうるであろう。

第 1 表

も具体的にも労働生産力を一義的に重要視し，あﾂっせて
土地，資本生産力の増大鐙均斉的に図ることがのぞ童し

いのである。しからぱ一体わが国林業生産に於てはかか

る認織に立脚して森林生産力の発展を考えてきたである
ノウ

うか。この疑問に対して私は残念乍ら，否といわざるを

得ない。国有林･民有林ともに伐期令として材頼収穫最
多の時期を採択しているという一事をもってしても，わ

が国の林業生産は専ら土地生産力を一議勺に考慮してき
たとゑてもあやまりはなかろう。勿論人口過剰，従って

低労賃ならびに土地不足に加えて特に林業技術の停滞一
一この一半の理由は林木の生育期間の長期性にあろう－

－といった従来までの叉現在の諸条件下に於ては確かに

労鋤生産力の向上を一義とし，あわせて資本，土地両生

産力の均斉的発展を図ることば困雑であったことは認め

なくてはならない。だからといってその正当性堂で認め

るわけにばゆかない。従来までの如く意識的にも無意識
的にも土地生産力の増大を重要視してきた考え方は充分
反省されなくてはならない。将来もかかる考え方を反省
せずにすすむならばこれは自ら林業生産の近代化を否定
し，盗本主義的に発展していっている他産業への隷属を
意味するものにほかならない。

如上の所論を要約するならば，国民経濱の発展という
見地に於て森林資源の培養,換言すれば森林生産力の増
強は日本称業の当面するもつとも重要な第一課題でなけ
ればならない。しかしこの場合森林生産力の意味すると
ころのものは従来までの如く土地生産力の増大を主体と

したものであってはならない。林業生産の近代化を図り

赫業生産の飛躍的発展を期待するためには，森林生産力
増加の意味は林業生産に於ける労働生産力の発展を一義
とし，あわせて土地，資本両生産力の均斉なる発展を図

るものでなければならない6この間題は林業技術の停滞
といった諸条件下においては幾多の困雑を思わせるが，

それ故にこそ先ず第一に日本林政の課題としてとりあげ
る所以である。（この政策の原理論的な経済的意義はピグー
の第一命題を参照）

6．第二の日本林業の問題は第一の問題に関連してい
る。す厳わち林業生産の近代化への停滞乃至はそれから
の逆行より主として結果する問題である。若干詳述して
染よう。

林業と他産業特に工業との間には生産織造の質的相異
がある。後者は費本主義的生産方式をとり，その生産過
程の分業化と資本化によって生産力の増大を図るのであ
るが，前者は上述の如く意識的にも無意識的にも生産構

'造は陣締約である。かかる生産構造の質的相異ほ次の二
つの経済的不均衡を発生している。その一は,林業と他
産業特に工業との間における経済発展の不均衡
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（備考）本表は山田雄三箸・日本経済の計画識的考察135頁より
引用

産業別間の所得成長率は第1表に験られる通りである

が，最後の(8)における5カ年の各成長率を単純平均する
■

と第一次は4．5％，第二次ば17.0％，第三次は17.3％

となるが，これを丁寧に5カ年間の複利的の年成長率を

計算し，さらにこの計数を各産業間の物価差を考慮して
修正すると第2表の下段に示されるように第一次産業

第 2 表
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野村：日本林政の課題と国有林の意義

7.1％，第二次産業15．4％，第三次15．7％の所得成 業の一つの大きな問題として看過し得なくなってきてい
長率となる6如上の数字によっては林業と他産業間の経 る｡林業内部の不均衡は,山林経営者一わが国に於ては
済発展の不均衡性を直接的には示すものではないが,林 同時に地主である場合が菅通である一と労働者ならび
業はどちらかというなら第一次産業にほぼ近いものと象 に山林経営者と製材業等の林業の第二次産業の間等にみ
て誤りはないであろうから，したがってその程度の差ば られる°前者の具体的現象は林業労働の賃銀が工業労働
あっても，林業と第二次,第三次等の他産業との間には 者のそれに比べて甚だしく懸隔のあることを承ても肯定
不均衡的経済発展のあることは承とめてもよいである できよう。叉後者の問題は，最近「原木高の製品安」の
う。このように産業間に不均衡的発展のあることは国民 言葉で表現されている問題にほかならない。換言すれば
経済の総体としての進歩，発展の上よりのぞましくない 最近の木材価絡の高騰は地代の騰貴を示しているにすぎ
ことと，林業経済にとってば当然のぞましくないことに ないといわれるものであるc以下林業生産内部における

よりここにかかる林業と他産業間における不均衡的経済 経済的不均衡について，当経営部経済研究室紙野技官の
発震の是正の必要があるのである。しかもかかる不均衡 尾鷲林業における調査資料心を参考にさせていただいて
的発展はわが国経済の資本主義的生産方式の発展により 具体的に説明して承よう。第3表に承られるように，昭‘
かならずしも解決しないのみか逆に拡大することすら考 和22,27年度における林業生産別生産者余剰を承ると，

えられるのである。ここにこの問題を日本林業の重要な 明らかに育林部門が最大の生産者余剰増加率を示し，つ

一つの問題として考え，日本林政の重要な課題としてと いで木材,製材部門の順である｡育林部門の生産者余剰の
りあげる理由がある。次に後者の問題に移ろう。 飛躍的増加一一昭和22年の（-）296万円に対して昭和27年

7．林業生産内部の経済的相剋は従来ややもすると着 は（+）563万円の墹加一に対して製材部門の激しい低下
過されがちであった。それ駁この問題よりも工業その他一昭和22年の（+）279万円に対して昭和27年は（-）352万

の近代的産業に対して自己を主張するに急であったこ 円一は全く対脈的である。かかる現象をもたらした原
と，叉従来林業生産職造の非近代性による階層意識の未 因を明白に知るために，費用職戒の変化率を第1図につ
発達にその理由を見出されぢが，この問題は最近日本林 いて象よう。

第3表昭和22，27年度に於ける林業生産部門別，産出額，費用，生産者余剰
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野村：日本林政の課題と国有林の意義

ヨリ激しかった。具体的に説明して承よう。各種物財の

価格変動の態穣を量的に把握するために，平均価格をも
って偏差を割った変異係数をもってあらわした1噸穀鋤

率を大正2（1913年)－昭和11年（1937年）を対照

として計算して悪ると，第4表に見られるように，林産

第 4 表

ｵ1図 費用構成の変化図

垂

一

木
放
部
、

製
枚
部
、
一

＃

一

部
、

％
MOO． ←

釧
雫
ｒ
賃
一
睡
‐
‐
割
引
Ｊ
馴
‐
一
原
料

蕊
齢
賃
薗
塾
光
動
一
産
侃
料

凶
■
０
■
〃
ｌ
“
ｒ

一
ｆ
ｊ
ｆ
郷
ｊ
ｆ
ｆ
ｆ
ｊ
ｆ
Ｊ

，
Ｌ
，
，
〃
〃
．
‐
．
＃
，
，
，
ｊ

遜
労
貫
璽
光
動
一
原
斜

悴均値|偏震|価絡変動率－

ﾛ

総平均物価

鉄

石 炭

石 油

生 糸

米

木 材

木 炭

９
７
６
４
０
７
１
３

８
４
９
９
８
７
０
８

１

１

９
８
０
６
１
４
６
６

●
●
■
Ｇ
①
●
●
●

調
虹
”
お
鍋
堅
妬
団

９
４
１
２
４
７
２
１

ｃ
ｃ
●
●
●
申
●
■

６
２
８
７
１
１
６
８

２
６
２
２
４
今
３
３
３

医
員

鐸
貝

経
国
屋

俸
貝

Ｉ

詞』－

50

卸｜ ｜釦｜ 陣 一
徽
皇
光
動
一
原
科

科

物価格変動率は鉄,生糸よりは小であるが総平均物価変
動よりは遥かに大きな変動を示している。昭和n年以

降の準戦時態勢，戦争，戦後の現在迄を入れて考えるな

らば更に変動の激しいことは申すまでもあるまい。それ

故現在は林産物価格抑制の問題が考えられるが，とれ朧

一般識勺には林産物価絡安琵化の問題としてとりあげら

れるべきものであろう。ともかく激しい林産物価絡の変

動は林業所得，ひいては国民経済に不安定性を与える。

かかる現象はピグーの第三命題に於ても掴簡されている

ように林業経営主体の経済的矛魅の詮ならず鋤国民経済
の厚生の点よりのぞましいものでない。この問題は日本

林業の第三の問題であり，したがってこれが対策こそ

林政の第三の課題である。以上のべきたった三つの主要

な問題は経済的なものであるが，この問題のほかに林業

による非経済的機能すなわち衛生，レクリエーション効

用に関する問題があるが，この問題は日本林政にとって

は比較的小さな問題であり，又それに対する具体的方策

も明確であるので，小論においては省略することにす
る。

三日本林政の具体的方策

9． 日本林政の課題として三つの問題があることは指

摘した。以下三つの課題に対する具体的方策について述

べるであろうが，この考察に入る前に林業という個別的

産業部門における政策の限界と一般的な経済政策につい

て篝F触れておくことが便利であろう。

原
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この図より知られるように，製材部門の激しい生産者
余剰の低下は原木高に起因しているのである。次に充分
注目しなくてはならないのは薪炭部門を別にして他の生

産部門ではすべて昭和22年に比べて昭和27年の労賃
部分が減少しているということである。如上の具体的資

料の意味するところは，木材価格の高騰は専ら育林部門
,の生産者余剰の承高め，しかもさらに労賃部分に圧迫を
加えることにより更に生産者余剰を増加させていること

を示すものである。

以上の如き称業内部における不均衡の現象ば林業と他
産業間における不均鰄勺発展の成立に大きな関連をもっ

ていることは注意しなくてはならない。またこれらの産

業間における並びに林業内部における不t均衡の現象は，

第一の日本林業の問題である林業生産構造の停滞性乃至

非近代性にあることは前に一寸触れた通りである。以上
述べてきた産業間ならびに林業内部における不均衡の問
題は日本例藻の第二の問題である。（この課題の意義につ
いてはピグーの第二命題を参照）

8．日本凋案の第三の問題は一殻物価に比しての林産
物価機の激しい鋤による国民経済の不安定性増加の問
題である。最近例産物価格の激しい農鵬ぶりはデフレ政

策を採用せんとしてきているわが国織斉の状況に於て相
当世人の注目の的になってきたことはいうまでもないと

ころである。従来林“価絡の麺動は一誤物価に比べて

＝

申

5）林産物価絡の安定が，林産物生産者の経済的厚生にとっ

てのぞましいという，具体的，理論的証明ば，拙稿r戦

後に於ける林産物濡要について」林業経済1954年5月

号を参照のこと。
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野村：日本林政の課題と国有林の意義

2．間接統制による経済政策

更にここで注意しなくてはならぬのは前述した如く炎

本主義経済の前提に於ては統制はなるべく避けること．

換言すれば必要最小限度にとどめるということが大前提

でなければならぬことである。従って直接統制方式の採

用はなるべく回避するように図ることが肝要である。以

下上述した三つの日本林政の課題に対する具体的方策を

検討して象よう。

其一日本林政の第一課題に対する具体的方策

12.先ず第一の日本林政の課題に答えるべき具体的林

業政策として何があるか。

現在採用されている林業政策のほとんどがこの課題に

対する政策であるといっても過言でない。まず第一に森

林法がある。この法律の目的は，「森林計画，保安林そ

の他の森林に関する基本的事項及び森林所有者の協同組

織の制度を定めて，森林の保続培誕と森林生産力の増進

とを図り，もって国土の保全と国民経済の発展とに資す

ることを目的とする」と第一条に規定されている。この

法律を私なりに理解してみるならば，この法律の最終目

的として国土の保全と国民経済の発展と二つの目的をと

りあげているが，大ざっぱにふるなら国土の保全も緒局

は国民経済の厚生の達成にほかならないから，一言でい

うなら国民経済の厚生の発展が最終目的であるといい得

よう。その為めには森林保続の培養と森林生産力増進の

二者があるというが；この両者は表裏一体の関係にある

ものであり，これを一言にして表現すれば森林生産力の、

増進といってよいであろう。しかもここでいう森林生産

力は既述の如く土地生産力増進とみてよいであろう。そ

こで森林法の目的はヨリ具体的には「国民の経済的厚生

を最終目的として，そのために森林の土地生産力の増進

を図るにある」といえるであろう。この様に当法が土地

生産力を一義的目的とする点で相当の問題がある。しか

も当法の性絡は森林計画の伐採制限に見られるように直

接統制的な性緒も一部もっている。私憾かかる性絡をも

った森林法の意義を現在の条件下に於てほ否定妹しな

い。それは戦後の異状経済とはげしい森林の荒廃といっ

た条件下に於ては，当法が林業の陥ってはならない最後

の線を示すものとして意義をもつであろう。だがここで

附言しなくてはならないのはかかる政策は資本主義経濱

の前提下に於てはな渇くく最小限度にとどめらるべきも

のであり，将来日本林業の荒廃の回復と共にとり払われ

るべきものであることである。かかる日の‐L･日も早く到

来することこそ日本林政の課題でなければならない。次

に現在比較的強調されている識i窪産力増強政策として

造林政策と奥地林開発政策の二者とこれらを推進させん

とする各種の補助金政策がある。以上従来迄主として採

林業政策とは林業に関する経済政策である。そこでお

のずから国家全体を対象とした経済政策とはその限界を

劃する。だが称業政策は総合的な政策と全く無縁のもの

ではない。両者は密接不可分の関係にあるわけであり，

例えば人体と手足との関係のようなものである。それ故

繍錐政策の一般論的理解は経済政策の理解によって達せ

られるであろう。それ故次に経涛政策の一般論について

若干触れて象よう。

’0．経済政策の採用されている経涜体制は，いわゆる

計画経済である。盗本主義経済を前提とする計画経済は

二者に分けて考えうる。すなわち自由的資本主義計画経

潰と強纐勺資本主義計画経済の二者である。現実の資本

主義計画経済は両者の混合形態であるが理想型(Idalty-

pus) としては二者に分けられる。前者は計画目的を

「共同の利益」の増進におき，この目的を間接統制に．よ

って達成しようとするものである。かかる計画経済にお

ける統制方式ば間接統制であるが間接統制と稚個と人の

経済行為の自由を制約することなしに個食人がその下で

経済行為を営む諸条件に干渉す為ことである。具体的な

統制方式としては貨幣政策と価格政策とが考えられる。

前者には財政的操作一課税政策・公侭政策一と金融勺操

作一貨幣利子率および為替相場の操作一の二つがある。

後者の強繩勺資本主義計画経済は計画目的を国家利益

の増大におき，その計画目的を直接統制により組織的に

遂行しようとするものである。直接統制の方策としては

企業組織それ自体に対する統制と，経済の運営に対する

統制の二者に大別しうる。前者は更に企業組織に対する

統制と企業間の組織に対する統制とがある。後者には価

格統制，数量統制，賛金統制，為替統制，貿易統制等が

ある。どれらの統制の内容はその時点の事情によって異

なる。以上が資本主義計画経済の二つの理想型とその統

制方式のあらましであるが，実際には前述の如く両方式

の混合形態がとられる。この混合割合は時と処により異

なるが，わが国に於ては現在戦争ならびに戦後の経済の

異状時から正常に復帰するにつれて自由的資本主義計画

経済の性裕が圧倒的に強くなってきているといいうるで

あろう。ここで本題にもどろう。

n．林業政策で採用される経済政策も唯範囲を赫業と

規定するだけでその方式は如上の一般論で述べたところ

と大差ばない一勿鐙以上の一殻的な政策の外に直接統制方式

の聴罵に入ると考えられる森林法による伐採制限叉は間接統制

方式の蝿囑に入ると思われる林道ならびに造林政策等の林業独

自の政策があることは申す迄もない－かくて資本主義経済

を前提とし工考えられる林業政策は次の適当な方策の採

択によっておこなわれる。

1．直接統制による経濱政策

《
》

0

《
》

ノ
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野村：日本林政の課題と国有林の意義

策の重要性は認識されるであろう。以下この問題につい

て若干詳述して象よう。林業生産の近代化を実現しうる

山林経営は安定した合理的な保続山林経営であろう。で

は一体かかる安定した保続山林経営は如何なる条件のも

とで実現可能なのであろうか。こ,の問題に答えるた必に

逆にかかる安定した合理的な保続経営一以下単に山林経

営という一を阻害している要因を考えて象よう。山林経

営を阻害し，叉資本の料譲への進出を阻止する最大の要

因は市場の不確実性である。経営主体は生産物蛎よび生

産要素価格が与えられている場合,彼の所有する黄本，

企業能力の大きさならびに技術水準のもとで一定の生

産計画および販売計画を樹立することができる。経営

主体は動態経済に於て経営を行う場合，彼は将来に亘

る販売，購入計画を立案するわけであるが，もし彼の
エク実ロブ･ンチ ーク乳・咄裳ト

事前的な予想価格が事後的な実現価絡と随嬬を生じた場
合には費本の浪費，場合によっては損失すら招来すぉ危

険性がある。かかる将来の不確実性(Theuncertainty

offuturemaXkeDに対してマーキス氏は次の如く述べ

ている｡り「もし経営者が彼の生産物は将来の市場に於

て，彼の費用をおぎない，そして彼の危険迄対して彼を

補償するに充分高い価絡に支配されることが確実である

ならば高い税金の負担，火災の危険，遅い生長率，市場

からの距離は保続生産林業(Thepracticeofsustained-

yieldforest)を妨害することはない」と。

如上のように林業生産の近代化を可能ならしめる安定

した保続的山林経営を可能ならしめる最大の要件は将来

市場に於ける不確実性の除去，換言すれば将来に於ける

林産物価絡の確実性の確保であるといえよう。実際林業

試験場経営部経営研究室で行った東京都西多摩郡桧原村

に於ける調査りに於てもこのことが実証的に認められて

いる。しかも実際にわが国に於ける林産物価格の変動ほ

前述の如く激しく，従って将来市場は不確実性が多い。

ここに林業生産近代化政策の主要な政策として林産物価

格政策を建策する理由がある。

次に森林組合強化政策について説明しよう。

15．森林法では森林生産力の増大を具体的に遂行させ

る方式として森林計画制度と森林組合の二者をあげてい

る。ここでいう森林生産力は前述の如く土地生産力を一

義とするものであるから，そこで森林組合の当面の目的

は森林計画制度と同様に土地生産力の増大を図ることで

あると考えても大過はあるまい。そこで一体森林組合な

るものがその本来の意義からいってかかる森林生産力増

用されてきた森林生産力増強政策はどちらかというなら

ば土地生産力の増強を一義としたものであったとふてよ

いであろう。前述のように現在の如く森林の異状に荒廃

している場合しかも国民経済の面より，ともかく量的な

森林盗源の培養を急速に期待している条件下に於てはか

かる森林生産力増強のあり方もあながち否定はできない

だが反面前述した如く林業生産の近代化の重要性を考え

るときこの面だけの森林生産力の増強であってはならな

い｡すなわち労働生産力を一義とし,併せて賢牽;土地
生産力の均斉的発展を図る森林生産力増強政策を強力に

とらなくてはならぬことは既述した。かかる森林生産力

増強政策としては何が考えられるであろうか。勿論この
政策の一つとして上述の造林政策,奥地林開発政策が考

えられるがヨリ穣極的な政策として，私は林業按術普及

事業,林産物価格政策，森林組合強化政策の三つをあげ

たい。以下これらの政策について若干説明して承よう。

廻．林業技術普及事業に対する私の詳細な見解ば別稿

一瞬索技術普及事業の基本的溝鐙林業技術142，143号参
ぶ

照一にゆずり，ここでは必要巌要点の象に触れるであろ

う。林業に於ける普及事業の最終目的唯約言すれば「林

業生産力の増大による個易雁済一林業経営に干与してい

る一の改善と経済水準の向上，さらにすすんでは国民経

済への寄与」であるが，ここでいう生産力は申すまでも

なく土地生産力を一義とするものでなく，労働生産力を

一義とし，併琶て土地，資本生産力の均斉的発展を図る

ものでなくてはならない。それ故普及せんとする林業技

術も土地生産力増加を一義的とするものより，すすんで

は労側生産力の増加を図る技術を普及しなくてはならな

い。普及事業は教育啓蒙泥より目的を達成せんとする点

で独自性をもっている。この方策は普及主体と客体とが

力の関係に立つものでなく平面の関係にあるという点で

民主的であり， それ故理想的な方策である。だがそれ

だけにこの方策の遂行には幾多の困難性と障害とを見田

す。しかしながら私はこの方策の薫要性を強調し，今後

の発展を強く期待したい。次に林産物価絡政策について

述べよう。

14．従来林産物価格政策につては理論的にも政策的に

もあまりとりあげられてきていない。だが私は価格政策

は当然林業政策の主要なものとして何等かのかたちで採

用すべきであると思っている。最近全融勺に造林が実行

されてきているが，この理由としてば勿論森林法の直接

間接的な刺戦因としての効果叉は技術普及，各種の造林

補助金の影響によっていることは申す迄もないが, ヨリ

基本的な条件として林産物価格の高騰をあげなくてはな

らない。このように価格問題こそ林業生産近代化を促進

させる基本的問題であることを考えるとき林産物価格政

~

U

I

《

RalphW.Marquis: EconomicsofpriVateforestry
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7）拙稿木材価格の不安定性について．林業経済第61号

109～125頁
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野村？ 日本林政の課題と国有林の意義

おける発展の不均衡の問題も価格間の不均衡として集約

されるであろう。ここに価格政策による産業間に於ける

不均衡是正の可能性がある。呂信訪ればここに価格政策

の一つの意義がある。

17．次に林業内部における不均衡是正の具体的方策に

ついて説明しよう。この課題に対処する具体的方策とし

ては国有林で雇怖している林業労働者の賃銀の引上げ政

策，あるいは国有林における雇傭機会の増加政辮)等が

考えられる。また製材業等の第二次産業と山林経営者間

における不均衡是正政策としては国有林材の払い下げ叉

は実際に実行は困雑であろうが地元に舌(立している製材

工業の統合政策等が考えられる。如上の様にこの課題挺

対する具体的方策は国有林の存在によって実現の可能性

があり，地元に国有林のない場合には具体的対策の立案

は困雑である。次に第三課題に対する具体的方策の説明

にうつろう。

其三′日本林政の第三課題に対する具体的方策

’8･第三課題に対処す-竜具体的方策としてはやはり林
産物価箱政策が主要な政策として考えられる。このよう

に林産物価格政策は三つの課題に対処する共通的な，し

かも主要な政策として考えられる。しかも従来わが国林

政の具体的方策として充分検討されてきていない。そこ

で林産物価絡政策に就いて若干説明を加えて染よう。一
詳細については拙稿聯産物価格政策の基礎的考察』林業経済第

64号参照一

19．ありうべき林産物価絡政策は当然上述の三つの日

本林政の課題達成に答えるものでなくてはならない。そ

れ故価格政策立案の原則は次の通りである。①価格の不
■

確実性を排除し,叉は縮減し,安定を図らなくてばならな

い。②安定せんとする価格水準の高さは充分林業と他産

業間の経済的不均衡を是正する如き高さのものでなくて

はならない。③現在のわが国経潰の現状からみて出来る

だけ物価の高騰を抑制し，国民経済の撹乱を防止しなく

て胴宛らない。この点よりいって現在の如き林産物価格

の激しい高騰ぶりは出来るだけ避けるようにしなくてば

ならない｡以上の三つの原則を満足させるように中心価
格が決定されるのであるが如上の原則をみて直ちに知り

うるが第二と第三の原則とは方向を異にしている。そこ

で実際には慎重唯る理論的研究の上に価値判断も加わっ

て中心価絡が決定される。ともかく価格安定の目標とす

べき中心価格が決定されたなら曜薔通糸価安定政策に承

られるように中心価格をはさんで一定間隔をもった価格

の安定帯を確立するのである。次に採用されるべき価絡

政策が立案せられたものとしてこの価格政策の実行方法

大のあり方でよいのであろうか。森林組合は本来弱小経

営者達が巨大資本をもっている大経営者達の盗本主義的

競争に対抗する為に結成されるものである。それ故森林

組合の目的は林業生産の近代化別言すれば林業生産の資

本主義的発展を図り，競争力を鋤上するにありと考えら

れる。そうであるならばその生産力増大のあり方は本来

労働生産力増大を一義とし，併せて資本，土地生産力を

共に増大させる方向をとらなくてはならない。本来森林

組合冒封上政策はかかる森林生産力増大，別言すれば林業

隼産茨代化の有力な具体的方策の一つなのである。以上

が日本林政の第一課題に対するいくつかの重要な具体的

方策のあらましであるb

其＝日本林政の第＝課題に対する具体的方策

16．日本林政の第二課題は二つに分けて考えられる。

すなわち，其一は,林業と他産業特iこ工業との間に於け

る経済発展の不均衡と，その二は，林業生産内部に於け

る経済発展の不均衡の二者である。これらの課題に対す

る具体釣方策を考えて象よう。これらの課題に対する解

決は本質的には第一の林業生産近代化の課題を遂行する

ことにより達成される訳であるが，ここでは当面かかる

経済的アンバランスを是正せんとする具体的方策を考え

ることにする。前者の林業と他産業間の経済的不均衡に

対する具体的方策より始めよう。これに対する林政の方

策としては各種の補助金政策，課税政策ならびに価絡政

策等が考えられる。各々について若干説明を加えてみよ

う。まず補助金政策であるが，この政策の妥当性は第一

課題と第二課題の両方の面より支持される。従来具体的

な例として造林補助金，林道補助金等があり，今後とも

かかる金融政策は重要な政策として考えられて行くであ

ろう。だがここで附言しなくてはならないのは，かかる

政策は充分慎重におこなうべきであるということであ

る。あくまでそれが理論的にも具体的にも国民経済の厚

生の上にプラスになることが明白なる場合－－実際には費

用便益比率，投盗所得比率等を計算し又其の他の菰燕の経済効

果を調査して其の妥当性を検討することに依り知りうる－の
象採用されるべきであろう。

課税政策も第一，第二課題達成のための具体的方策の

一つである。課税政策については従来相当活溌に検討さ

れ推進されてきているが，今後共有力な方策として充分

研究され採用されて行くべきであろう。次に価絡政策に

ついて述べよう。この政策については第一課題の面より

その意義を強調したが，ここでは第二課題の面よりその

意義を述べて承よう。

価絡というのは申すまでもなく経済機椛のマクロ的秩

序の指標であり，それ故価格の変動なりその大小は経済

機構の性絡を示すものにほかならない。それ故産業間に

《
》
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8）大内晃，久田喜二，国有林に於ける造林投資が山村経済
に及ぼす効果
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野村：、日本林政の課題と国有林の意義

を例にとると（－）0.69～(－）0．24程度のうごきを示

している。このことの意味するものほ例えば昭和2～8

年に例をとればその間の需要弾力性は（－）0.69である

が，これば材価率1割の騰落に対して需要量が6.9％従

って1人当り0.087石，総需要瞳にして5’589,228石城

増することになる。国有林の年間木材生産量は約3,200

万石であるから，その1割は操作しうるとして木材価格

億約0．6割程度操作しうることを示す。叉例を昭和2～

13年にとればその需要弾力性は（一)0.24であり，これ

は材価率1割の騰落に対して総需要量にして1,800,362

石減増するわけであり，前と同じ仮定に立てば国有林惟

木材価格を2割程度操作しうることを示すものである。

叉木炭に就て副棚するならば'2)昭和3～9年を例にとれ

ばその需要弾力性は（－)0.19である。それ故仮に木炭

価率が1割騰落するとすれば需要量は19％従って総需

要量4,115千賞の減増となることを示す。現在の市場総

供給量約5億貫のうちその3割程度（国有林の立木処分

も含む）の1億5千万賃は国有林の供給であると染てよ

いであろう。今その1割を自由に操作しうると仮定すれ

ば1千5百万賞であり，これを増減すれば国有林自体で

約4割弱の価絡の減増を行うことが出来るわけである。

もし国有林当局が'割の木材,木炭数量ほ自由に操作で

きず，しかも大幅の価絡操作を行う必要の生じた場合に

も，称産物需要の価絡弾力性の小さいという理由により

すくなくとも現在の優れた組織を利用して国有林当局自

らが自由市場にでて一定数鐙の林産物を購入して，これ

を再び自由市場にながすという施策をとれば供給操作は

可能であろう。如上の数字は正確さについては相当の問

題があり，具体的操作数量ならびに方法については充分

検討すべき必要があろうが，兎も角林産物需要の価綴弾

力性の小であることは国有林の存在と共に価絡政策の遂

行庭有力な可能性を提供するものである。第三の要因嫁

第二の要因に関連をもつものであるが，「供給の増減以

上に価格が騰落する」というGregoxyKingの法則で

ある。第四の要因は現在の林業をとりまくわが国の経済

的社会的条件である。すなわち現在の森林資源の荒廃，

ならびに林産物価緒の激しい高騰ぶりば相当世論を喚起

しており，そのためこの問題に対処ぜんとする林産物価

絡政策の採用は相当世人の同情を得られるであろう。

20．以上迄私は現在直面している日本称業の問題－

これはとりもなをさず日本林政の課題である－ならび

について触れてみよう。このためには林産物価絡変動の

要因に就いて充分理解していなくてはならないがこれは

別辮).にゆずり，ここではこれを要約すれば①林産物需

要の非弾力性，②供給の硬直性ならびに③生産に感応す
タイム・ラツグ

る時間のずれに起因するといえるであろう。そこで

価格政策の具体的手段としては需要の調整にあることは

申すまでもあるまい。次に考えられる具体的手段を列挙

して承よう。

①供給の調節をはかる方策一一この方策は林産物一定

量を保有して林産物価格がある中心価絡より激しく離れるのを

調節せんとするものである｡一

②独占企桑体による価格の硬直酌”による林産物

価祐安定政策一一供給蕊占の有力な企業体が存在していあ場

合．この企業が市場の価狢変動に比較的鈍感に対応する場合に

は，その価絡変動を安定させる上に有力な作用をもたらす。普

通の場合独占的企業体がかかる態儀をとるとは考えられない。

公共的企業体である場合の承可能である。幸にも林業に於ては

独占的企業体とはその性質を異にするが国有林の存在はかかる

方簸の実行に可能性を与えている。かかる方罐の採用は価格予

想の変動より来る林産物価終の不安定的変動を繍減せんとする

場合に考えられる｡一

③金融政策－－製材業者，山林経営者等に金融を行うこ

とによって彼等の価格変動に対する鍾抗を強化することに依り

価搭安定を計らんとする｡一

④需要面における政策
タイム・ラツグ

⑤生産感応の時間のずれによる価機変動を抑制す

る方策一一このためには積極的な観測業紡'0)の実施と見越価

絡制度の採用が考えられる。－－以上が林産物価絡政策に

於てとられるべき具体的方策であるが，次にかかる具体

的方策を採用し所期の目的を達し得る可能性について検

討してみよう。まず最大の可能性を提供してくれるのは

全国的に組織化されている国有林野の存在である。かく

の如く独占企業体に類似している国家機関の存在は他の

産業に見られない。国有林野は現在総面窟耀4,951,745町

歩の中約の32％の7,938,806町歩を占有し，蓄穫に

於ては総蓄磯60億石の約半分の30億石を占めている。

これらの数字だけでは林業経済に於ける国有林の重要性

を必ずしも正確に示すとはいえないが，兎に角これだけ‐

でもその経済的社会的重要性を窺知するには充分であろ

う。第二の可能性を提供する要因は林産物需要の価絡弾

力性の小さいことである。この要因は〃いくら国有林野

面職が相当広く存在していてもそれから生産される林産

物数量はたかが知れており，到底林産物価絡政策の遂行

に資することは出来ない〃という論者に捧げられるもの

である。木材需要の価格弾力性皿)は昭和2～13年まで

~

Ｓ
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11）岸浪卓郎本邦に於ける具体的木材需要函数導出に関す

る研究，第61回日本林学会大会講演集

12）拙稿木炭濡要構造の研究林業経済第55号， 戦後の
林産物需衷の糊造にわいては，拙稿r戦後に於ける林産
物需要に就て」林業経済第67号を参照

9）拙稿林産物価絡形成の性格，林業経済，第58号

10)統計研究会農業観測の理論と適用(1)93～103"
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野村？ 日本林政の課題と国有林の意義

にそれに対応する日本林政の具体的方策について検討を

加えてきた。ここに於ていよいよ国有林の意義，あるい

はそのあり方に就て考察をすすめて行こう。

四国有林の意義と国有林経営の反省

21．国有林の意義の検討は日本林政の課題との関連に

於て考察を加えて行くことが正しい方途であろう。この

場合其処には二つの考察の態度がある。

其一は「本質的に構造矛盾をもつ国有林の存在は日本

林政の遂行上却って障害をなす。それ故国有林の存在を

前提とする考察は意味をもたない」という態度，いうな

れば急進的改善論者･

其二は「なる程国有林の存在の中には幾多の問題が存

在しよう。だが国有林の組織なりを改善することにより

日本林政の課題に稜極的に答えうる。又そのように努力

する」という態度，いうなれば漸進的改善論者の二者で

ある。両者の見解の相異は本質的には価値判断に由来す

る。私の価値判断は後者の見解を採用するであろう。か

くて考察は進展し， 国有林の意義に対する結論に達す

る。すなわち国有林の意義は今迄述べきたった日本林政

の中心的担い手として存在し機能することである。別言

すれば異状経済の時期を除いては林政の課題は究極的に

は国民の経済的厚生を図ることにあるが故に，国有林の

意義は一般論的には産業政策的視点に立脚して国民の経

済的厚生を図ることにあるといえよう。そして国有林に

その意志があるならば，有力な日本林政の担当者として

綴能し得ることは上述の日本林政の具体的方策の検討の

過程において承とめられた。再言すれば価絡政策，普及

事業，国春林材払い下げによる不均衡の是正叉ば国有林

事業による雇傭の安定と労賃政策等また本レポ戸fにお

いて熈一応省略した林業の非経済的効用の達成もすべて

国有林の存在により強力に推進しうるのである。

む す び
む

以上忍の立論は資本主義経済を前提し，その場合に於

ける一般経済政策の意義とあり方の反省より，個別的な

林業政策のあり方ならびに具体的課題，方策に考察を進

め，最後に国有林の意義は国民の国有林としてかかる林

業政策の中心的担い手たるところにあると結論したので

あった。

以上の考察は国民経済の厚生の達成といったピグー的

視点よりながめた場合の一つの林業政策の織想であり，

このし･ポートの政策的価値判断の立場ならびに私の画い

た林業政策の構想は勿論絶対的なもので憾ない。諸賢の

御叱正をまって更に正しい林業政策の立場および林業政

策の具体的方策を確立して行くことが，愚かな著者にの

こされた課題筵あろう。
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I s型 650〃1

◇特 長◇

簡便で迅速堅牢なること で片足でもよいこと
持ち歩きが極めて簡易なること ○あらゆる作業に利用出来ること
大小木何れにも適すること ○器具に故障が起らないから永久使用に耐え従
樹木に絶対傷がつかないこと って廉価なること
取付，取脱しが簡単であること ○E型複式は連結綱の坂脱しが簡単に出来ます
急斜地に至るほど能率が上るこ‘と ので単式としても使用出来ること
登り降りに絶対§こらないから履物はなんでも
よいこと

梯子に登ると同様別に練習を要し厳いこと 東京都千代田区六番町七番地

取次順売裟蟹東亀雲琴感今慧複式は高さに制限なく登り得ること
大木でも胴綱は必要としないこと
伐り倒し引綱用として極めて便利なこと 取引銀行三菱銀行麹町支店
本器特有の安定装震を具備すること
器具が何時も定位置にあり作業姿態が自然的 発売元山福木登器製作所
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れないことである。殊に，彼が森林の中から瓢然と費府

にあらわれ，紐育へ姿を見せた時は殆ど顧みられなかっ

た。彼の価値はむしろ旧大陸で発見され，それが，アメ

リカはむしろ逆輸入された型である。ともあれアメリカ

のオージュポン熱というものは，われわれの細象以上の

もので，彼の名前が山や公園はいうに及ばず学校,醒物

にいたるまでつけられている数は,実に救拳に暹ない程

である。彼の肉体は亡びたが彼の瀞叩はいたるところに

生前と同じ位の活溌さで生きているといっても過言では

ない。

彼は晩年紐育に悪し，そこで逝去した。そうした関係

からであろうか，1900年紐育雲では，織内にある有

名な〃名誉の殿堂〃に彼の名を連ね， 1901年にはこの

殿堂に彼の額をかかげて永久に彼をしのぶよすがとし

た。この高い栄誉を最初に受けた人は植物学のアーサ・

グレイと二人であったことも記憶さるべき事柄である。

更に26年後の1927年5月にはスターリング・カルダ

ーの手になる胸像が，この同じ殿堂で除幕されるに至っ

た。

ヘンダ声スンの町についてはこれまでも随所に書いて

来た。彼が結婚直後ルーシイと共に住象，小売店を開い

た所である。そこでビクターとジョンの二児ｶﾐ生れ，折

角生れた女児は幼くして此の地で死んだ。経営していた

小売店は失敗して遂にいたたまらなくなり下流の移壗h

を転燕して，再び戻って来たのも此の趣であった。再起

した琴諜は梢女成功したが，またもや失敗し遂には獄舎

につながれねばならなくなったところでもあった。彼の

鍵重の妻は彼の罐この地に移り住んで遂に此処で永眠

した。こうして数え上げるとこのヘンダースンは彼にも

彼の家挨にも，楽しい週意と苦なしい縄駄とごつ』らやに

交錯したところといえる。いずれにしても他の価拠より

も思い出の深い地であることは間違いがない。

このヘン友一スンの町でば，従って，彼を記念するた

めに彼の名前を冠したものが非常に多い。

町の名でA1TfinbonStreetというのがある。学校に

AudubonSchoolがあるかと思えば，教会にAudubon

Ch']rcl1というのがある。

公園でオージュポンの名を冠しているものが，三つも

ある。

ヘンダ岸スンの北部にAndubonMillPazRkという

のがある。これば1817年彼が製材所兼製粉所を建てた

のであるが，その地点と覚しいところを卜して設けられ

ている。その入口の門柱は，嘗って彼が璽鍛所の壁につ

かった石を用いたのだという。

この公園の直ぐ傍にケンタッキー州立のAudubon

MemorialParkがある。

もう一つの公園は500エーカー程ある森休公園で

成澤多美也･5。

唾己ﾖｰ詞h肉～ヴーユ当院ゅP早■FーI｡…鹿一一D~毒nQP…唖”■一？”…心町一一一～崗里口二z山一甲I

＝

17． 名 饗

〃アメリカの鳥類〃の図版には「自然から描く John
J.Audub皿あるいは単に名前の方は，頭文字だけにし

て, "J.J.Audubonにより出版さる〃と書いてあり，

此の記名の最後に,F､R.S.或はF.L.S. と響いて

ある。

F.R.S・或はF.R.S's.L&E,或はF.R､S.Eは

FellowofiheRoyalSocietiesLondon&Edinburg

の略であり，

F.L.S.は有名なリニウス糞E会員で, Fellowof
theLinnean&ZooIogicalSocietiesofLondon. の

略。

A.A､A､S.はアメリカ科学芸術筆士院American

AcademyofArtsandSciencesの雌で，これは， エ

ドワァド，エバレットの擢蕊を受けた。

此の外バリの博物学会の会員MemberofaleNatural

HistorySocietyofParisに推され，紐育のリシウム

学会の会員MemberoftheLyceumofNewYozk等

多数蓑名の挙会の会員に推されるに至った。このうち彼

のもっとも名誉としたのは，英国で受けた毒学会の
F.R.S、とリニウス学会の正会員F.L.S.で，此の

二つを特に好んで用いたのでも知られる。嘗ては"林人〃

として，全くの睡人視されていた彼にとっては，ナイト

の称号，あるいはサァの尊称を蕊ち得たよりもっと嬉し

かったにちがいない。

18． 死後に諺ける名羅

鐘浦に於いて社会に尽し，そのために名誉を与えられ

る人は多い。しかし死後はそれ臆どのこともなく，単に

その名前が史上にのこるくらいが山食である。

オージニボンにいたっては，ダ罐年数を経るに従って

益盈人気が加わって行くが，こうした例は殆ど見受けら

う

ｔ

＝
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AudubonParkと呼ばれている。此の公園の入口には

石造のFrenchNormanlnnがあって，この公園の中

にあるAud'1hon博物館を訪れる人糞のために，快適な

嶽白設備をととのえている。

この公園の中にあるAudubon博物館こそは，彼の生

涯の事蹟を全剖喋結したところといえよう。この謹吻は

一種古風なフランス風に建てられているが，これはオー

ジュポンがフランス系であると､､うところから特にさう

されたのであった。殊に面白いのは，円塔があり，その

周囲には沢山の穴が特に明けられている。これは春とも

なれば，沢山の野鳥が営巣して，育雛するという。たし

かにオージュポンを慰めるためには，何にも増しての設

備であろう。

この博物館の設立に力をつくしたのは，ス戸ザン・ス

ターリング・タウレス夫人で，現在90才の高齢である

が，“年も此の町の図書館員をしている間に，百方遊

説して，遂に議会から10万ドルを出すというところま

で漕ぎつけ，遂にその実現を見たのであった。

この公園の附近には300万ドルの這大な経費で作った

といわれるAudubonMemorialBridgeがある。

この町に出ると商店にはAudubonコーヒーやAu･

dllbon油を売って居り，更に氷や，石炭に何の関係が

あるのか,AuduboniceとかAuduboncoalというの

がある。

ガーージニポンもその昔この地で受けた傷手を思うとき

いささか礫ぐつたい謡寺になることであろう。

彼の名前をつけた山がある。

デンバー市の北40哩，ミズリー河水系の上流，コロ

ラド山系の一つで標高13,223次の山がそれである。

彼が晩年四足獣の研究のために，この水系も遡上した

ことは有名である。後日植物学昔バリーという人が1862

年，此の山の標高を測るため登山し，オージュポンの生

前の努力を記念してAndubon山と命名したと伝えられ

ている。

しかもこの山に住んでいる鳥で，オージュポンの名前

をつけたのが二羽｡一つはウグイス科のものでAudUbon

Warblerといい，もう一つはツグミ科のものでAudu-

bon'shermitthr''ghといわれている。北米産の鳴蔭噸

中では最も鳴き声がよいといわれているものである。

オージュ鬚ンの名は今や鳥類保護と同適議に侭われ，

立派なAudubon協会が設立され，鳥類の承ならず野生

獣の儒堕，一没の鍔趣に活溌な働きをなしている。

この会では約50年前鳥類研鐸陰誌Birdloreを発刊

していたが，今ではこれをAudubonMagazhleと改名

し隔月に出しているが，鳥類雑誌としては硬きに失せず

一般向きとしてもよく親しまれている。1951年で53巻

を出している。

この外この協会で出している雑誌は，‘少年向きの

AudUbonJuniorClubNewsであるが，此のクラブは

ﾕ911年以来,今までに会員になった小中学生が800万

人に及んでいるという。なお，野鳥穏擦，孝郵的報導を

するAudubonFieldNotes,叉指導者,先生達のため

のAudUbonTeacher'sGuide,或はAndnbonNature

Bulletihgが発刊され，何れもオージュボンの精神を生

かして行こうという意図が含まれている。

叉この協会の鳥類及び野ﾀ"暁謹助は非常に活溌で，

AudubonNatureCampをもち，青少年は勿論成人の

ためにも，毎シーズン種盈な擁鳥，植物，昆虫』剰蓉が

催され，そこに朧一流の専門家が塗在していて，充分な

指導をしてくれるし嶽官の設備も完備している。現在こ

のAudubonCampのあるのは，コネクチカット州の

GreenwiCh, メーン州のMedomak,カリホルニヤ州の

Norden,テギサス州のKerVil1eである。

叉躍池と水域を含めた錘林があり，塞或200万エー

カーに及んでいる。次がそれである。 、

A'1dubonNatureCenter-コネクチカット州Greenwich

RaineyWildlifeSanctuary-ルイジアブ-Abbeville

RooseveltMemorial 〃一ロングアイランドの

OysterBay

SanGabrielRiverWildlifeSancmary-カリホルニ

ヤのLOsAngeles

ToddWildlife 〃 一メ戸一ン州HOgIsland

識麓林とはSanctuaryの意訳である。日太のように

単に自然放任主鍍的，消郷勺な･嬬堕区ではなく，種極的

に保護増殖をはかる施設，例えば大鐇莫な給餌施設，営

巣材料の補給，巣箱の架設，危険物の防止篝をはかって
a

いる。こうしたことで一時ば絶滅に瀕した‘憲填でも次第

にその数を増しているのである。このことは日本でも大

いに学ばなければならない問題だと思う。

オージユボンよりもつと嘩大な政治家も文豪も過去に

あった。しかしオージニポン程アメリカ人に愛されてい

る人は，他にその例を見ない。仮徹なのであろう？とも

すると，彼がプルポン王朝の皇儲であるかも知れないと

いうためであろうか。あらゆる事業に失敗したのが人友

の同情をかち得たのであろうか。考皆男女を問わずどの

階層にも，こころよく交わった温い心の持主であったた

めであろうか，彼の著書や絵が特に優れていたためであ

ろうか。おそらくその全部が，人だの心を捉えているの

であろう。

しかしそれにも増して，われわれの看過できないもの

がある。少年時代から晩年に至るまで，金にもならない

躍鳥を愛し，しかも貧窮のドン底にたたきのめされても

畠

一

L

I
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活していたので，この名もない鳥の研究家の絵はほとん

ど願られなかった。

ここで曲りなりにも画塾を開いたところ，その生徒の

中にフェリシアナのオークレイ農園から来ていたエリー

ザ・ピリーという16才の少女がいた。緬發な子供でオー‘
ジュポンによくなずいてくれた。その母ピリー夫人は教

義も高く，義侠心もあったので，娘の家庭教師にもと1

ケ月60ドルの契約で，彼とメースン少年をその農園に

引きとってくれた。

ここには深い森林があった。しかも此の移民地には新、
しい音楽，新刊の図書がどの家庭にもあった。野性と文

明が交錯しているところであった｡彼はすっかり気に入

って，ここに腰を落ちつけ植物や鳥を研究することがで

きた。後日問題の焦点になったMOckingbirdとガテ

ガラ蛇の闘争の絵を描いたのもここであった。

ここでしばらく滞在した後，再びニュー・オルリアン

ズに帰えり，ルF-シイと小供を呼びよせ,小さな画塾を
開いたが，彼のものより数等立派な画塾に圧倒されて全

然生徒は集らず，貧困の極に達した。幸に気丈なルーシ

イは漉塾を開いたところ,案外によく生徒が集り,細々：
ながら生活することができた。

丁度この頃メーースンに別れたのであるが，何も与える

ものがなく，鉄砲と紙とチョークを賎別にした。

その後ルーシイはベイユー・サラのほとり，ウェイヤ

ノークのパージイ家の家庭教師になることができ，彼も

ともどもこの農園主の家に身を寄せていた。こ＠農園附

近には，立派な森林があり，彼の研究室にはお誹え向き

のところであった。

1822年今までの労作を世に問うべく， 費府と紐育入

出掛けたが,不幸にもその価値は認められず,出版しよ
うなどとは月の世界に喫堂を建てるより至難なことであ

った。

なおかつ，一日も忘れることなく追い廻わしていたその

熱情，それは異邦人であ為私達の気持さえも強くゆす‘ぶ

らずにはおかないものがある。こうした彼の愛の気持が

アメリカの人達をかくも熱狂的にせしめるのであろう。

19． 探険旋行

〃自然の生きたものを描かなければならない〃 という

のが，彼の幼い時からの信条でこの信念は終世守り通し

た。従って彼の研究室は常に野外であり自然であった。

勢い旅行しなければならない。彼が事業や商売に手を出
していた時でも，勘定台に立っている時より･も森林の中

の顧客に接している時の方が多かった。事業や商売は副

業であり，鳥の方が本業なのである。これでは事業に失

敗するのも無理もないことであぁ。

あらゆる葺諜に失敗してからは，貧窮のドン底を坊復

しながらも，烏の研究，鐸震にその構熱を傾けつくし

た。彼の絵を出版しようと志したのは1820年鐵皮の35

才の折だと云われる。

ルーシイと小供達はシツピング・ポートに置いて，無

一丈のまま，当時僅に13才のジョセフ・メースン少年

を助手にして，最初の純粋の深烏旅行に出かけたのが

1820年9月のことであった。

オハヨー河とミシシッピー河を上下する船の無賃乗車
券を2旗手に入れて，この当途もない師弟二人は，河船
に身を託したのであった。この熊の緯主は意地の悪い人

であり，乗り合わせた人達も気の合わない連中ばかりで

淋しい師弟は船の隅で自分達だけの料理をしなければな
らなかった。 、

幸なことに船脚の非常にのろい船であったので，充分

繕鍵することも出来，単に水辺ばかりでなく内陸深く，

時には20哩も30哩も足を伸ばすことが出来た。ナツ

チェズを過ぎ，翌年1月初めニュー・オルリアンズに到

着することが出来た。

何しろ無一文で出かけたので，烏ばかり追っかけ廻わ
しておれなかった。二人の口を糊するために盛に似鯛会

を描いてそれを金にかえ，たまに大金が入るとルーシイ

のところへも送らねばならなかった。

時には穿いていた前澤二人の靴ほ鑿り減って，靴とは

名ばかり，上面にだけ靴の残骸が残っているが底はなく

あしうらを田して歩いていた。

ニュー・オルリアンズに藩いた頃は，貧乏で，新しい

服を買うことも出来ず，汗とほこりにま承れたポロポロ

の服を着用していたので，人“ま樹こ友達呼わりされる

のを極度に嫌つ筵。折角絵鐸で生計を樹てようとして訪

れた二1F－．オルリアンズには，当時有名な画家が一杯

入りこんで画塾を開いたり，肖像画や風景画を描いて生

－｡

ツ

く

一

1826年5月英国へ渡って，初めてこの噺大陸の野

七面鳥〃は絶讃を博し，リニウス協会盈員，王室学芸協，

会の会員に推されるなど，全く面わゆい程であった｡,，

3年英国に滞在したのち1829年5月証育へ帰えって

きた泌，愛雲のル戸シイにも遭わず，そのままキャムデ

ン近くの森林に6週間も入って，鳥の絵に心を傾けてい

た。

次いでジャーシイ沿岸にあるグレート ・エッグ港に向‘

い，そこで水辺の野鳥を研究した。僅に数週間で13枚

の大きな絵を描いた。

この間ノー，ﾝパーランドの大松沢やﾒ懇森林の森称
伐癖也にスって調査したが，バーンズの詩を朗吟して呉
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･れる杣夫頭ジェデデシ・アイリッシに慰められ，小屋で

夜おそくまで低率をした甲斐があって，ここでは40枚

の絵を描くことができた。この帰米中は彼の〃アメリカ

の鳥類〃の予維渚はあまり数多くとれなかったが，2回

目の輝薗宣前，時の大統領ジヤックスンと会食する栄誉

を得たし，ワシントンの国会図書館では特に彼の為に予

約帳にサインしてくれたので，彼としては大きな誇りで
あった。

再び，彼臓ロンドンに向ったが，この時はノレーシイも

行を共にし〃アメリカの鳥類〃出版の手伝をしてくれ
た。

尤もこの2回目の渡英に当っては，前回と違って，彼

の論文や劇的な鳥の絵に対して手ひどい批難攻裟を受け

ねばならなかった。滞在中若い自然科学者ウイリアム・

マックギリプレーと相知ることが出来，製版師ハーペル

の献身的な助力等があって，彼も心置きなく彼の出版を

この二人に委せ，1831年8月帰米した。

帰米すると，数週間セント・オーガスチンの浜辺に腰

を落ちつけ，そこで水禽を研究した。この時は，若いス

イス人で風景画家であるジョージ・レF-マンを雇って彼

の烏の絵の背景をかく手伝をしてもらい，叉剥製師のヘ

ンリー・ワーードを助手にすることが出来た。

その後政府の御用船スパーク号が，彼をセント・ジョ

ンズ河へ連れて行くという約束を受けとったが，不幸に

も旋風に見鶏つれて，此の船はあわれにも〃ZI､さなアヒ

ル〃のようにへたばってしまった。

彼等は止むを得ず軽舟に乗ってハリファックス河を探
険したりした。

迄のセント・オーガスチンを中心とする擬鳥は相当豊

富な画材を得ることができたが，スパ声クス号が仲を来

ないので，彼は陸に追い上げられた河童のようになって

4ケ月も過さねばならなかった。友人達の斡旋でようや

くインデアンキーズに向うマリオン号にひろい上げられ

熱帯圏に足を踏鍬入れることができた。

大きな珊瑚礁,怪奇な植物,美しい熱帯魚が彼の心を

魅了せずにはおかなかった。そしてどの岸辺にも無数の

烏が居た。ホノホ鳥も見た。シロサギもオホシロサギも

"尊敬すべき閣下〃 という異名のあるペリカン，フロリ

ダ鵜等を，かくて此の熱帯地方で充分な収痩を上げ，い

よいよマリオン号が北上することになったので，彼も乗

船し，途中サバンナに立ちよって予約者を得たり，チャ

ールストンでは，はじめてバツハマンに遭い終世親交を

結ぶきっかけを作った。

ここから直ぐ．ワシントンに向ったのであるが，目的は

兼ねて計画していた戸ツキー山脈探険に政府の援助をう

るためであった。百方運動して承たが遂にこれは水泡に

帰した。もしこの時政府が経費の出し惜し承をせず，彼

をロッキーに送ったら，実に素晴らしい収礎をあげたこ

とであろうと惜しまれている。

次に彼はラプラドールの探烏旅行を企てリッフ・レイ号

に乗って出発した。彼の子息ジョンを助手にし，その外

自然科学に興味をもつ熱心な4人の青年が一緒であっ
た｡

途中マグダレン島の鳥岩を視察した。遠方から雲のよ

うに見えたのは何万というカツヲドリで，それだけでも

此の旅行の目的は達せられたといっていた。

13日目にナタシクオン河にスリGuilemotの一群に

遭った。ここでは200種の鳥の内23の新しい鳥の絵を

描いたcGreat northePndiver, Loon,Razor-billed

Auk,LincolnFinch等が夫である。その外剥製，数多

くの擢吻癖を持ち帰えつた。

彼は循垣耐散尾自然の中に没入していた。彼にとっては

"自然〃が図書館であり鉾鱈であり，最良の教師であ

った。本を読んで本を書かずに自然を読んで本を書き，

絵を描いたのが彼である。彼の絵と著書には，だから今

でも新鮮な自然の活きた力が脈点と流れているのであ

る。 （おわり）

．
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航室写真に主る

森林調査史的観察
☆

(30．6．17受理）
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撮影したのを除きましても，ユ938年より1947年までの

間に米国は軍事を目的として, 48,115,000km3,平事業

務として, 6,374,700kmgを撮影し，独乙では｢ウラル」

を含む欧州全土を撮影し，仏国は，各縮尺図の図化用と

して687,700km3を撮影しております。

このようにして第2次世界大戦中に各国で発展した航

空写真測量の技術並に人員はこれを平時の業務に移しま

すのに一方ならぬ努力が払われまして，その狙いとして

河谷の開拓，資源の調査，土地の整理,林業の経営等が

選ばれましたし，器材もこれに適するように改善され，

技術の面でも，国際写真測遥学会を中心として盛んに討

議され，この様子が続けばここ数年ならずして航空写真

澗腫の形態は著しい変化を見せ，各様式の測定要領と利

用方面に著しい進歩力現出されることでしょう。

其一槻 述

一度航空写真を見られた方は，いかにも地上の請物が

詳細に写っていて，これから図を作ることが出来たら，

たとえF副箆であれ二i礎であれ，飛行機の到達し得る処，

図の出来ないところはないとお考えになることでしょ

う。

独乙のある森沫凌師は，樹木を近くで見るより，遠く

で見るのに特色があり，眼で見るより，写真に写した方

が更に効果的だと考えて，写真を森林調査に利用し始め

た。これが1887年頃であるといわれて詰り，またDr.

R.HugerSho厳も1911年には既に地上写真による森林

調査の記事を諺奏しています。

近頃のように航空機が講垂し，航空写真が頻りに撮ら

れるようになっては，最早森林関係者として，大地域の

森林調査に新しい写真測量鍼術を，取り入れることに異

議をはさまれる方はないでしょう。

ヌ鐸F和の声力港に満ちている際戦争の話も変ですが

何といっても戦争ということは国家の一鐸であり，こ

れに勝たんがためには，その国の稗学の粋を尽し，莫大

の経費が授ぜられるので，そこに恐るべき稗学の進歩発

展が生れる。航空写真測量は正にその適例であるといえ

ましょう。

航空写真測量嫁第1次世界大戦によりその満濃が整

い，航空写爽による森林調査も薪しく科学的になりまし

た。1929年…*経営に対する鍵奎写真利用の記事が

続出したことはPhotogramme廿icEngineeringJune

1954, 551pageに謎くられてある通りで, 1930年頃中

山博一先生が独乙で親しくHugershoff氏と話された事

共を伺えば頗る興朱の深いことと思われます。

第2次世界戦争中敵陽防共に航空写真を利用したこと

は想像の外で，米国が日本全土を航空写英に収めたこと

は衆知の事実であり，1948年のProceedingofthe6

thrnterngtioｴ垣1CongressofPhomgrammetrieに報

告された処によりますと，各国の軍隊が占領した地域を

宗

｡

？

q
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其二器材，技術方面より見たる変遜

航空写真判読の部門は別として，第2次世界大戦以前

の測遼方面より見たる識|『の変遷を辿って見霞すと，最

初の間の罐菖軍測量は複雑な数理の上に立っていまし

たが，1923年にPr.0.V.Gruverが，立体視される

1対の写真を図化機に整置する場合，複雑な計算によら

ずう単に立体像中の6点の像のくい違いを目視により規

正して鑿綴するように考案しました｡その結果，今まで

図化機に写真を整湿（標定）するのに要した時間は1：

50位に縮められ，ここに航空写真測遼の実用化が生れ

たのであります。

図化機には各種各様のものが各国で考案され，また使

用要領を容易挺するための幾多の改善がその後に加えら

れましたが，1930年頃には，大体各種図化撰の優劣が

定菫り，幾多精巧と見られた図化機も博物館行とな･り，

この間に払われた犠牲はかなり大きなものがあったと思

います。

補助器材･としては，撮影と同時に水平線像を撮影して

撮影の際の写真機の傾きを計算したり，各撮影高度差を

記録して，地球の湾曲によって生ずる高ざの測定誤差を

除去したり，色:rのものが現われましたが,要は硬汲を

容易にし，王麓童にしてかつ精度を高めることに付ておび

曇

笠者・国際舟罎株華社会長

－31－



木本：統空写真による森林調査史的観察

ｲ磯は，1級のものとしてStereoplanigraphC8,AUto-

graPhA7,PoivillierSOM.B・型'SantonieStereo-

cartographeⅣが鐵乍され，これら図化機では精密図化

の外，航空基点測量並びに座標計錬が容易となりまし

た。2級のものとしては, Stereoplo仕erA8,Poivinier

SOM.D・型,Multiplex(新),TWmplexKelShplo枕er

等が出来て図化の精度が高められ，ことにStereoploh:er

A8ほ地籍測量の如き諏青度を要求する，識曽尺図の製

作にも賞用されております。3級のものとしてはこれま

た数が多いのですが，その内StercotOPⅣ等は“が

容易で森林調査の耕分描画に適すると思います。

特に森*確営業務を目標として，は写真像を図紙に引

直す作業に適する簡易な器材が各種考案されましたが，

LuftbildUmzeicheneなどは逓寿製作されたこの種の

器材.とされましょう。

測遼用写真機としては，これにつける新しい｢レンズ」

が幾多製作され，その内のTopar,Aviotar,Aviogon,

Planigon等は侭秀なもので像の歪曲が至って小さく0.

003nJm位となり，瀦蒙力も1mm間隔に40～60線と

いわれております。写爽機｢シャッター｣の速度は]/500

までに縮められ，使用「フイルム」ほ不銭側伸縮差が約

0.02mmとなり像の歪みによる精度の低下は著しく減ぜ

られました。

通時図化機の糖度向上に伴ないまたまた“による撮

影も議論され，これに応ずる転板使用の写真機も製作さ

れました。Wild社のRC7a,及びPpivillierSOM.

AppareilAutomatiqueaPlaquesなどはその例であ

り蓑す。

図細汲ぴ焼付･用印画紙には伸縮による謬窪を除去する

ため「アルミニューム」板スリのものが現近使用される

ようになりました。

戦後日本では米軍の写真を利用し，これが図化には輻

射線法ArundelWthod)が採用されましたが，逓寺

「セロイド」板に代り方向錨青密に板に穿孔したものを

使用することになりまして，穿孑畷としては便利な

S1ottedtempletが製作され，これによって大地域の図

化の際も,,精度の平均が保たれ，今核の羅蕩j線法は蓋し

この要領によることになると思われます。

偏歪修率は第2次麺戦後＝段の準が加えられ，従

前は1枚の‘{藤に時余を灘したこともありますが，戦後

新たに劉乍されたものはわずかに20分にて完了されて

います。

以上は器材方面笈鐙の大観でありますが，技術方面と

しては，写真を図化機に標定する要領並びに，這蕊議票定

に対する平均裏額が雍菱され,Pr.0.V・Gruberの標

走要領庭加うるに，図解または計算による剰余誤差の除

ただしい努力が抵われた理であります。

図化機の進歩に伴ない撮影用写真擬も差た，改善され

たことは申すまでもありませんが，出来るだけ空中作業

能率を高めるため，初めは多鏡玉写爽機に着意し「レン

ズ」の数を増すことに努め，ついにほ9鏡玉写真橇まで

出現し蓑したが，その後「レンズ」の数を増すことは徒

らに室内作業を複雑ならしめ，従って糖庭の低下を来す

虞れのあることに気が付き「レンズ」の撮影開角を増大

しこれに代らしめんとし， 1934年には遂に広角「レン

ズ」Topogon付写真機が完成されたのであります。

坂扱われる写真が，写真機の光軸を真下に向けて写し

た完全な垂直写真であれば，作業は著しく容易になりま

すので，この見地から「ジヤイロ」による写其機の垂直

保持が企画されました。しかしこの計画は失敗に終り，

傾斜による写爽像の歪曲は，写真図作製の際は偏歪修正

機により除くことにし偏歪修正綴の雛は錘から縦型
と鋤，重た手動から自動式に変り，幾多の改善が施さ
れました。

今1921年から1939年までの器材変遷の罐を夢帰

してふますと大体次の通りであります。

1920年（独)HugershoffAutokartograph

l923年〃Zeiss .ttStereOplanigraphc/1
1926年〃 〃 ･ " c/2
〃 "HugershoffAerOkartograph

〃 (WArundelArundelmealod
〃 〃Barr&StraudBigBertila

1927年（独)ZeisS社AutomgticRectifier

l928年〃 〃 Stafeoplanigraphc/3
〃 （仏)Poivil1ierStereoTopographSOM

〃 （米,)FairChild5鏡玉誕機

1930年(")Zeiss社4鏡玉写真棲

1932年〃 〃 Stereoplanigraphc/4

1934年〃 〃 Multiplex

〃 （米)Faircihld9鏡玉写真擬

〃 （独)Zeiss社Topogon広角写真機

1936年（スイス)Wild社AutographA5

1937年（独)Zeissa: Stereoplanigraphc/5
1939年〃 〃 ユ50gpleonlens

以上の外になお多くの器材が蓋奏されましたが，各国

が航空享真測逓の発達に尽された跡を見ますと，心から

なる敬意と賓詞を呈したい心地が致します。

第2次世界大戦後今日に到るまでの器刺技術の證菱は

童た目覚ましいものがありまして，撮影飛行には優秀な

計器が擁用され，遇懇的な鏡診が行われておりますし，

電磁波の利用も盛んとなり,ShoranまたはDeeca,"

るいはAirbornProfileRecorderなども製作され，図

一

I

１
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1938年に東京帝大腿学部に航空写真による森林調査

ら講義が取り入れられ，たこれは先に述べた1930年に
中山博一先生を「ベルリン」でお見受したのと併せて,

いかに早く日本の林学界が航空写真の利用に着意された

去が考えられ，主た電子計算器の出現により，航空写真

澗罎の揺藍時代に立ちもどって，数十時間を要した標定

諸元の計算をわずかに1～2分にて完了させ，電子計算

器を保有している処ではこれにより図化機への写真の標

定を行なうようになりました。もしこれが各方面に利用

されるようになりますれば図化機への写真の標迄は綻本

から変更されることになりましょう。

以上は器材並びに技術方面から見た変遷の大要であり

ますが，ことに第2次世界大戦後の発展の通漣さについ

ては唯な驚嘆の外はありませぬ。

かが親わｵもます。

日本の航空写真測量界は，

1932年には満州航空会社の

軍部または官庁朧別として

一翼として発展し， Ster-

eoplanigraph5台を中心とする大組織が新京に設立さ

れ，また1940年には大日本航空株式会社に航測所が新

設され，主として日本内地の業務に当り，第2次世界大

戦には満州航空及び大日本航空二つながら，航空写真の

撮影を主とする東南「アジア」への活動が試承られ童し

た。

以上は今次の大戦終了までの紘空写真に対する老生の

思い出であり室す。 ・

其四結 言

航空写真による森林調査は，森林行政に対する理想的

撮影条件を決定し，地上作業を最小にし，測量方面とし

ては樹木及び林分の測定，特に面積,樹高,樹冠直径，

土地の勾配などの測定に対しよく航空写真測量技術の実

態を捕え，最も経済的にしてしかも有効適切なる器材を

選び，時には新要求による器材を試作し，以てこれが実

行を適切にすべきであると思いますし，これに統計的観

察と森林生態学とが加味されたら申し分ありますまい。

本稿に記述しました処は，今後進まるべき各部門の研

究に対し，その糸口となり，前座となることを期待いた

しましたのでありますが，多少窓口を広げた結果記事に

誤りがありましたら御教示願い庭，不髄の点は幾重にも

お詫び申上げます。

其三本邦における航空写眞測量の思い出

かつて日易赫…術協会から発刊された「10人が語

る」に，本邦における航空写真測量界の史述がありまし

たが，しかし多少立場を異にして，ここに改めて航雄写

真の思い出を述べさせて頂くことに致します。

1918年に仏匡鰐校から飛行楼よりの写真撮影を教育

されましたが，これが日本での航空写真の読識を本格化

した初めと言うことが出来ましょう。

1921年にHugexsho迂氏の簔蒋されたAutocarte･

graphが独乙から日本に運ばれ，これで吾盈は初めて航

空灘量用自動図化機にお目にかかかり宣した。これは全

く第1次世界犬戦に勝利を得た繕果でありますが，日本

で種々と研究された綣果は, Hugershoff自身も迦裏さ

れたように，本擴は未だ実用までにかなりの距離がある

と椿論されました。

1924年関東大震災の直後東京を中心として広く航空

写真の撮影がなされ， 澗瞳部門に活用され童したが，

1930年から1935年にわたり，南樺太全部の森林撮影が

なされたことは，日本における広地識影の噛矢といえ

ましょう。

1925年に日本にStereoplanigraphc/1が職入され，

1928年にはこれを潮鮮威鏡I鑪合氷付近の1：2,500鉄

道建嘉篭葵図の作成に利用されました。

鑑彩中不時着の不幸もありましたが，その成果は良好

で，これは日本で精密図化機が実用された始めでありま

す。

満州事鍵後，満州の森林調査に航空写爽が利用される

ことになり，1935年より1939年の間に，森林調査と

して撮影されました面積は約320,000km2で, 1944年

までに満州で撮影された緬菌積は，澗州全土の約90％

に達しました。

満州航空会社を中心として，航空写真による森林調査

に従事された方盈は今なお林野庁に御健在であり，当時

を追想されれば，感慨ことに深いものがおありだとお察

し致します。

I

× ×

××

昭和30年6月10日発行
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